
北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績

1 1

①　相談支援事業の充実
●障害者の福祉サービスの利用を援助するため、必要な
情報の提供や助言等を行う相談支援機能の充実を図りま
す。
●地域全体において障害者を支える力を高めるため、関
係機関との連携を強化し、相談支援に活かします。

障害福祉課

【障害福祉課】
・障害者が自立した生活を営むことが
できるよう、５か所の窓口で障害者か
らの相談に応じ、情報提供等必要な相
談支援を行いました。
・相談件数
　王子・赤羽障害相談係 44,038件
　滝野川地域障害者相談支援センター
　　1,880件
　障害者地域自立生活支援室 3,461件
　障害者地域活動支援室 11,644件

○

【障害福祉課】
・身近な相談窓口から専門的な
相談窓口まで５か所の相談支援
体制を維持するとともに、人材
育成や連携強化等の取組みを行
う基幹相談支援センターを設置
し、障害福祉サービスの適切な
利用を支える相談支援体制の充
実を図ります。
・引き続き関係機関との連携を
通して、保健・医療・福祉をは
じめ様々な情報を集約し、多様
なニーズのある障害者の相談に
的確に対応します。

1 1

②　基幹相談支援センターの整備・運営
●北区全体の相談支援体制の強化・充実のため、相談支
援の中核的な役割を担う基幹相談支援センターを整備・
運営します。
●地域の相談支援事業者等に対する専門的な指導・助
言、人材育成のための研修会等を開催します。
●相談支援機能を強化し、ピアカウンセリングや自立支
援に関する専門相談の充実を図ります。
●地域の社会資源や福祉機器の情報等各種情報の収集、
提供を行うほか、障害者の権利擁護に関する普及啓発を
行います。

障害福祉課

【障害福祉課】
基幹相談支援センターの整備に向け
て、既存の委託相談支援事業である
「障害者地域自立生活支援室」と「障
害者地域活動支援室（支援センターき
らきら）」の事業を整理しました。ま
た、荒川区や大田区の基幹相談支援セ
ンターを視察し、情報収集に努めまし
た。

○

【障害福祉課】
令和３年４月、「障害者地域自
立生活支援室」を「北区障害者
基幹相談支援センター」へ名称
を改め、区の障害相談係を含め
た5か所の実施機関による面的
な体制整備を行いました。相談
支援体制の更なる充実・強化を
図るため、研修会や連絡会等を
開催します。

1 1

③　地域活動支援センターの充実
●障害者地域活動支援室「支援センターきらきら」を地
域活動支援センターⅠ型として位置付け、生活相談、創
作的活動、地域交流等の事業を実施します。
●相談機能の充実を図るとともに、適切な支援を受ける
ことができれば地域での生活が可能となる障害者に対し
て、精神科病院や施設から地域生活への移行に向けた普
及啓発等の取組を実施します。
●ピアサポートの活動を支援します。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害者福祉センター】
年間利用者　14,425人
・基礎的事業
（創作活動等）　152人
（ボランティア活動等）　52人
・機能強化事業
（生活支援）　2,577人
（相談支援）　11,644人

○

【障害福祉課】
新たに地域移行・地域定着の促
進の取組（精神科病院等への働
きかけ）を実施します。

【障害者福祉センター】
引き続き事業者と協力連携し
て、基礎的事業・機能強化事業
を展開していきます。

今後の取組み（予定）
（拡充○、維持継続△、中止等×）
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

④　障害者相談員活動の充実
●障害者相談員制度の周知に努めるとともに、相談員研
修の強化を図り、活動を充実します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・障害者相談員が障害のある方の各種
相談に応じました。
　身体障害者相談員：9人
　知的障害者相談員：4人
　精神障害者相談員：3人
　相談件数：延330件
・相談員研修会　中止

△

【障害福祉課】
引き続き障害者福祉のしおりや
ホームページで障害者相談員制
度の周知に努めます。また、相
談員研修会を実施し、活動の充
実に努めます。

1 1

⑤　計画相談・地域相談支援・障害児相談支援の充実
●すべての障害福祉サービス、地域相談支援、障害児支
援に係る利用者が計画相談支援、障害児相談支援を利用
できるよう支援します。
●適切なサービス等利用計画の作成に努めます。
●地域相談支援事業（地域移行支援、地域定着支援）の
普及啓発を図ります。
●連絡会や研修会を開催し、各事業所との連携を強化し
ながら、相談支援事業所の人材育成に努めます。

障害福祉課

【障害福祉課】
・利用者に対して、事業の周知を丁寧
に行いました。
　計画相談、障害児相談支援利用者数
　600人（前年度463人）
・指定特定相談支援事業者連絡会を２
回開催し、連携強化及び相談支援の質
の向上に努めました。

△

【障害福祉課】
・引き続き研修会及び連絡会を
開催し、事業所の連携強化及び
相談支援事業所のスキルアップ
に努めます。
・事業者に対して、相談支援事
業者の指定を受けるように働き
かけるなど、サービス等利用計
画の作成が行える事業所の拡大
に努めます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

⑥　苦情等対応体制の整備
●障害福祉サービス利用における苦情対応体制を充実し
ます。
●障害者が詐欺や悪質商法による被害に遭わないよう、
関係機関及び団体と連携し、情報提供等に努めます。

産業振興課

障害福祉課

社会福祉協議会

【産業振興課】
・悪質商法被害防止に向けた情報提供
相談窓口の周知
①広報誌
　多重債務110番等特別相談　４回
　くらしのトラブル注意報　７回
②町会掲示板・区施設での情報提供２
回
（新型コロナウイルス感染症の影響で
回覧板は中止となりました。）
③バス車内アナウンスで消費生活セン
ターの周知（２社）、ポスター掲出
（１社）
・出張講座については、障害者団体か
らの要請はありませんでした。

【障害福祉課】
障害福祉サービスにおける苦情を受け
付け、必要に応じて事業者に対して指
導・助言を行いました。

【社会福祉協議会】
社会福祉協議会において、福祉サービ
スの利用に関する苦情を権利擁護セン
ター職員が対応（第三者機関の苦情調
整委員が対応すべきケースは無し）し
ました。また、区内福祉事業所・施設
に対し苦情解決の仕組みや体制づくり
のための研修を行いました。

△

【産業振興課】
出張講座や広報誌、バス車内の
アナウンス、ポスター掲出等
で、悪質商法の注意喚起、消費
生活センター周知の強化に努め
ます。

【障害福祉課】
引き続き苦情対応体制の充実に
努めます。

【社会福祉協議会】
今後も実施予定
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）
【健康推進課】
引き続き、他機関連携の強化に
努め、多職種によるフォローを
目指します。

【障害福祉課】
引き続き関係機関との連携に努
めます。

【教育総合相談センター】
第三次北区特別支援教育推進計
画に基づき、就学前機関との連
携を図り、特に子どもの学校へ
の就学に係る相談等についての
情報提供を進めていきます。

【保育課】
令和２年度と同様に実施してい
きます。

【児童発達支援センター】
・対象児童の年齢を未就学児か
ら18歳未満に拡大して発達相談
を実施します。
・相談対象年齢の拡大に伴い、
教育総合相談センターをはじめ
として、各関係機関との連携を
強化していきます。

○

【健康推進課】
保護者や関係機関から相談、支援要請
があった場合、健診、訪問、相談等に
より支援し、結果をフィードバックす
るなど、関係機関との連携による多職
種フォローを実施しています。

【障害福祉課】
就学前の子どもの発達障害について
は、さくらんぼ園等の関係機関と連携
し、相談支援を実施しました。

【教育総合相談センター】
・就学相談の流れや学校の情報、支援
の内容等をまとめた「就学相談ガイダ
ンス」を発行し、保育園や幼稚園、養
育施設等関係機関へ配付し、就学前児
童をもつ保護者へ情報提供を行いまし
た。

【保育課】
各保育園では巡回指導員の指導助言の
もと、特別な支援を必要とする子ども
一人一人に則した保育を実施する中
で、必要に応じて各関係機関との連携
を図り、保護者に対し相談窓口への案
内を行いました。

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
・発達相談件数
　新規相談：335件
　初回面接：300件
　継続相談：468件
・関係機関との連絡調整会議を開催し
情報共有と連携強化を図ったが、新型
コロナウイルス感染症の影響で例年２
回の開催が１回となりました。
・教育総合相談センターとの連携で、
就学相談説明会を１回開催しました。

健康推進課

障害福祉課

教育総合相談セン
ター

保育課

子ども家庭支援セ
ンター

⑦　就学前相談支援体制の充実
●「東京都北区立児童発達支援センター」（以下、「児
童発達支援センター」という。）において、子どもの発
達障害を含む障害に関する相談支援体制の充実を図りま
す。
●教育総合相談センター、障害福祉課、保育園、児童発
達支援センター、児童相談所等、各関係機関の連携を強
化します。
●各健康支援センター、児童発達支援センターにおい
て、発達に関する心配や障害のある子どもを持つ親への
相談機能を充実します。

11
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

⑧　就学相談の充実
●教育総合相談センターにおいて、障害や発達に関する
課題のある児童・生徒一人ひとりの特性や心身の発達の
状態等に応じて最もふさわしい教育が受けられるよう
に、就学相談を実施します。
●相談員に対する専門的な研修を開催し、就学相談の充
実を図ります。

教育総合相談セン
ター

【教育総合相談センター】
・子ども本人や保護者の意向を最大限
に尊重し、学びの場を共に考え、教育
学・医学・心理学等の専門家を交えた
行動観察・相談等を実施し、就学相談
を行いました。
　就学支援委員会６回実施
　就学（転学）相談総件数247件（就
学185件、転学62件）
・就学相談の流れや学校の情報、支援
の内容等をまとめた「就学相談ガイダ
ンス」を発行し、保護者や関係機関へ
配付し、情報提供を行いました。
・就学相談を通じ、就学後も「就学先
訪問」「継続相談」「保護者面談」を
適宜、実施しました。

△

【教育総合相談センター】
・就学相談の中で子ども本人や
保護者の意向を最大限に尊重
し、本人が伸長できる学びの場
を適切かつ総合的に判断してい
きます。
・令和２年度に小学校１校、令
和３年度に中学校１校に自閉
症・情緒障害の固定学級を新設
し、知的と合わせ２つの障害別
となり、学びの場も多様化して
きている中で、児童・生徒の障
害の特性や発達の課題を相談の
中で的確に捉えていくことが求
められています。そのために、
相談員に対する相談研修に努
め、より就学相談の内容の充実
を図っていきます。

1 2

①　東京都北区自立支援協議会の運営
●区、学識経験者、保健医療、障害者団体等で構成する
「東京都北区自立支援協議会」において、障害者・障害
児への支援体制を整備するとともに、障害者に関する施
策の総合的かつ効果的な推進を図ります。
●「東京都北区自立支援協議会」は、障害者の支援体制
の整備、障害者への支援体制に関する課題の検討、障害
者計画等の改定及び計画の進捗状況の把握・評価等を行
います。
●協議事項について検討を深めるため、専門部会を設置
します。また、基幹相談支援センターと連携し、専門部
会の活動の充実を図ります。

障害福祉課

【障害福祉課】
東京都北区自立支援協議会を３回
（６・10・２月）開催し、北区障害者
計画の改定に向けた検討や計画の進捗
状況の把握及び評価を行いました。ま
た、専門部会（相談支援部会、地域生
活部会、権利擁護部会、就労支援部
会、医療的ケア児・者支援部会）を延
べ９回開催しました。一部の会議は書
面開催とするなど、新型コロナウイル
スの感染拡大の防止に留意しました。

△

【障害福祉課】
地域生活支援拠点等の整備・充
実を目指して、具体的な検討を
行います。また、基幹相談支援
センターと連携し、専門部会の
活動の充実を図ります。
令和３年度は協議会２回、専門
部会延べ10回以上の開催を予
定。

1 2

②　障害者福祉施設・障害者団体等と相談機関の連携の
強化
●障害者福祉施設・障害者団体等と相談機関の連携を強
化し、地域における相談機能の充実を図ります。

障害福祉課

【障害福祉課】
自立支援協議会や相談支援事業者連絡
会等を通じて、関係機関相互の連絡調
整及び情報共有を行いました。

△

【障害福祉課】
今後も引き続き関係機関の連携
の強化を図ります。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 2

③　相談支援事業所間の連携の強化
●相談支援事業所の質の向上及び相談支援事業所間の連
携強化のため、事業者連絡会を定期的に開催し、地域に
おける相談機能の充実を図ります。

障害福祉課

【障害福祉課】
・指定特定相談支援事業者連絡会
　２回開催
・障害福祉サービス事業者研修会
　１回開催

△

【障害福祉課】
事業者連絡会を定期的に開催
し、相談支援事業所間の連携強
化を図るとともに、相談支援事
業所のニーズに合ったスキル
アップのための研修等を実施
し、区全体の相談機能の充実を
図ります。

1 3

①　精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築
【新規】
●精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に
向けて、保健・医療・福祉関係者による協議の場のあり
方を検討し、設置、運営します。
●区と精神科病院等の医療機関や障害福祉・介護事業者
との連携体制を強化します。
●医療、障害福祉、介護、住まい等の提供体制の確保
や、精神障害者への支援の充実について検討を進め、目
標設定及び評価を行います。 健康推進課

障害福祉課
○

【健康推進課】
精神障害の有無や程度にかかわ
らず、自分らしく暮らす共生社
会を目指す「精神障害にも対応
した地域包括ケアシステム」に
おいて、健康推進課では、入退
院を繰り返しやすい措置入院者
の退院後の地域生活移行支援の
部分を担います。

【障害福祉課】
令和３年６月に「北区の精神障
害にも対応した地域包括ケアシ
ステムをみんなで考える研修
会」（協議の場）を開催し、保
健・医療・福祉関係者が参加し
ました。今後、研修参加者を中
心として継続して協議を行い、
精神障害者への支援の充実につ
いて検討を行います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 3

②　精神障害者の早期退院と退院後支援　【新規】
●受け入れ条件が整えば退院可能な精神障害者の地域生
活への移行や定着を促進するため、精神障害者や精神科
病院、相談支援事業者等に対して、地域移行に向けた普
及啓発を強化します。
●生活の受け皿となるグループホームの整備や一人暮ら
しを支えるための訪問系サービス、自立生活援助等の提
供体制の充実を図ります。
●精神疾患の疑われる未治療者等が必要な支援を受けら
れるように、訪問支援（アウトリーチ）の充実を図りま
す。
●退院後に必要な医療、福祉、介護、就労支援等の支援
を受けられる環境を整備します。

健康推進課

障害福祉課
○

【健康推進課】
精神保健福祉法による措置入院
者が退院後に地域生活へ円滑に
移行できるよう、医療機関をは
じめとする関係機関と区が連携
して医療や福祉といった様々な
サービスを適切に提供しながら
支援していくため、区の健康支
援センターに医療と福祉双方の
専門職である精神保健福祉士を
配置します。精神保健福祉士は
区内３か所の健康支援センター
を巡回して勤務し、各地域にお
いて退院後支援に取り組みま
す。

【障害福祉課】
・障害者地域活動支援室（支援
センターきらきら）において、
地域移行・地域定着の促進の取
組（精神科病院等への働きか
け）を実施します。
・グループホームや宿泊体験を
提供できる場の整備誘導に努め
ます。

2 1

①　障害福祉サービスの充実
●障害者の地域における自立生活を支えるため、必要と
する訪問系サービス等の提供を受けられるよう環境の充
実を図ります。
●事業者の量の確保とともに質の向上に取り組みます。
また、利用者のサービス選択のための情報提供等を目的
とした、福祉サービス第三者評価制度の周知に努めま
す。
●東京都の指定事務受託法人制度（※）を活用し、事業
者に対する実地指導の充実を図ります。

障害福祉課

【障害福祉課】
・障害福祉サービス事業所の整備誘導
に努め、サービス必要量の確保を図り
ました。
・事業者との連携強化及びサービスの
質の向上を図るため、定期的に研修会
を開催しています。
・指導検査体制の一層の充実と強化を
図るため、実地指導が特に必要と思わ
れる事業所に対して、東京都の指定事
務受託法人制度を活用しました。
　指導検査　8件（うち、指定事務受
託法人の活用5件）

△

【障害福祉課】
・引き続き各種サービスの充実
を図り、障害者とその家族を支
える基盤整備を進めていきま
す。
・福祉サービス第三者評価制度
の周知に努めます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 1

②　地域生活支援事業の実施・充実
●北区における障害者を取り巻く環境の変化に適切に対
応し、一人ひとりの障害特性やニーズに応じたサービス
を提供するため、地域の実情に応じた柔軟な地域生活支
援事業を実施します。
●地域におけるサービス基盤の整備状況等を踏まえ、必
要なサービスを必要に応じて利用できるよう、事業者の
確保等地域生活支援事業の実施体制の充実を促進しま
す。
●東京都の地域生活支援事業と整合性を図りながら、障
害福祉サービスと組み合わせて効果的な利用ができる制
度とします。

障害福祉課

【障害福祉課】
①移動支援事業
　個別給付型　延利用者数　3,576人
　車両移送型　延利用者数　282人
②訪問入浴
　実利用人数　32人
　総利用回数　1,053回
③日中一時支援事業
　延利用人数　307人
　延利用日数　5,444日

△

【障害福祉課】
引き続き各事業の実施体制の充
実を図ります。

2 1

③　通所施設の整備
●特別支援学校の卒業生や在宅の障害者の多様なニーズ
に応えるため、区内施設と連携を強化し、地域における
生活介護、自立訓練、就労移行支援及び就労継続支援施
設等の充実を図ります。
●区立通所施設について、利用者の状況に配慮しなが
ら、障害者総合支援法に基づくサービスの提供を円滑に
行えるように取り組みます。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
・区内就労支援施設（就労移行支援、
就労継続支援A型、B型事業所）連絡研
修会を実施し、情報共有や意見交換を
行うなど連携を図っています。
（新型コロナウイルス感染症の影響
で、令和２年度は中止）

【障害者福祉センター】
区立通所施設（指定管理施設含む）に
おいて、障害者総合支援法に基づく障
害福祉サービスを実施しました。

△

【障害福祉課】
引き続き連絡研修会を開催し、
就労支援施設との連携強化を図
ります。

【障害者福祉センター】
引き続きサービスの充実に努め
ます。

2 1

④　ショートステイ事業の充実
●区内施設と連携を強化し、ショートステイや緊急一時
保護等の事業の充実を図ります。
●医療的ケア児・者や行動障害を有する障害児・者に対
して、専門的な対応を行うことができる短期入所事業所
の整備を誘導します。
●精神障害者を対象とする短期入所事業所の整備を誘導
します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・短期入所事業
支給決定者数　666人（令和２年４月
１日）
延利用人数　2,243人
延利用日数　15,829日
・令和３年３月に「らららたきのがわ
ショートステイ」が開設。精神障害者
も含めた３障害の受け入れ対応を行い
ます。

△

【障害福祉課】
・支給決定者数　666人（令和
３年４月１日）
・短期入所事業所の整備誘導に
努めるとともに、緊急一時保護
事業の充実を図ります。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 1

⑤　区独自施策の実施
●心身障害者福祉手当、福祉タクシー券及びガソリン券
等の支給の継続に当たって、障害者一人ひとりの状況等
を踏まえ、支給対象者、支給金額の見直しを進めるとと
もに、将来のあり方を検討します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・心身障害者福祉手当
対象者数　6,709人
平成29年７月から、精神障害者保健福
祉手帳1級所持者に対して支給。
・福祉タクシー券
対象者数　4,463人
・ガソリン券
対象者数　726人
（対象者数は、令和３年４月１日現
在）

△

【障害福祉課】
今後も引き続き実施するととも
に、必要な見直しを行います。

2 1

⑥　国、東京都への要望
●障害福祉サービス・地域生活支援事業・障害児通所支
援事業・相談支援事業等の充実について国、東京都へ要
望します。

障害福祉課

【障害福祉課】
国・東京都に対し、障害者グループ
ホーム整備用地の確保に対する支援等
の要望を行いました。
福祉人材の確保、育成及び処遇改善の
ための財源の確保等については、特別
区区長会から国へ要望しています。

△

【障害福祉課】
今後も引き続き必要な要望を行
います。

2 1

⑦　福祉人材の確保・定着　【新規】
●福祉人材の確保・定着のため、処遇改善のさらなる充
実を国、東京都に要望します。
●事業者の福祉人材の確保・定着のための支援につい
て、検討します。
●東京都が実施する福祉人材の確保・定着・育成等の事
業（障害福祉サービス等職員宿舎借り上げ支援事業、代
替職員の確保による障害福祉従事者の研修支援事業等）
の周知を行います。

障害福祉課 △

【障害福祉課】
・福祉人材の確保については、
広域又は東京都全域での対応が
必要なため、今後も引き続き必
要な要望等を行っていきます。
・東京都と連携し、福祉人材の
確保対策の周知を行います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 1

⑧　医療的ケアを必要とする人の通所施設の利用
●区立生活介護施設で医療的ケアを伴う支援を実施する
ため、マニュアル等の整備や看護職員の配置等体制を整
備していきます。
●医療的ケアを実施する事業所の連携を強化するため、
事業者連絡会を開催します。

障害者福祉セン
ター

【障害者福祉センター】
「東京都北区立障害者通所施設医療的
ケア実施要綱」に基づき、各事業所ご
とにマニュアルを作成し、実態に応じ
て見直しを実施。

△

【障害者福祉センター】
医療的ケアを要する対象者の実
態に合わせて、各事業所におい
て実態に即したマニュアル改定
を行います。

2 1

⑨　移動支援事業の実施・充実
●障害者が日常生活、社会生活を営むうえで必要不可欠
な外出、余暇活動等の社会参加を支援するため、移動支
援事業を実施・充実します。
●障害者の生活実態を考慮した移動支援事業のあり方を
検討します。 障害福祉課

【障害福祉課】
支給決定者数　657人
延利用時間数　41,039時間
登録事業者数　250事業者
（令和３年３月末現在）

△

【障害福祉課】
引き続き移動が困難な障害者及
び障害児の外出を支援するた
め、移動支援事業を実施しま
す。

2 2

①　サービス提供に係る人材養成
●障害福祉サービスの提供に係る人材の養成及び資質の
向上に向けた取組を東京都と連携して推進します。
●人材育成のための研修会を開催し、サービスの質の向
上に努めます。
●東京都に対し、手話通訳者及び要約筆記者の養成研修
の実施及び充実を要望します。
●手話講習会において、初級、中級、通訳者養成コース
を実施し、手話通訳者及びボランティアを育成します。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
障害福祉サービス事業者研修会を開催
し、人材育成及びサービスの質の向上
に努めました。

【障害者福祉センター】
手話講習会では、①ボランティア養成
コース（初級・中級）、②手話通訳者
養成コース（基礎・応用）の各コース
に昼と夜のクラスを設けています。し
かし、令和２年度は新型コロナウイル
ス感染拡大予防のため、全コース中止
としました。
令和元年度に在籍していた人で、令和
２年度末の北区手話通訳者の試験に合
格した方は３名。

△

【障害福祉課】
基幹相談支援センターを中心
に、人材育成のための研修会等
を開催します。

【障害者福祉センター】
手話講習会に関しては、感染予
防に最大限注意をし、緊急事態
宣言の状況を判断しながら、基
礎・応用クラスを６/7から、初
級・中級のクラスは6/21から
開始しました。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 2

②　サービス管理責任者等の養成
●東京都に対し、障害者総合支援法に基づくサービス提
供体制を確保するため、必要量に応じたサービス管理責
任者等の養成を要望します。

障害福祉課

【障害福祉課】
東京都が実施するサービス管理責任者
や児童発達支援管理責任者を対象とし
た研修等の周知を行いました。

△

【障害福祉課】
東京都に対し、引き続きサービ
ス管理責任者等を対象とした研
修の実施を要望していきます。

2 2

③　相談支援専門員の養成
●相談支援専門員の量的拡大、質的向上を図るため、基
幹相談支援センターにおいて、相談支援専門員の研修会
等を定期的に開催します。
●北区自立支援協議会と連携し、ネットワークの構築に
取り組みます。

障害福祉課

【障害福祉課】
・指定特定相談支援事業者連絡会
　２回開催
・障害福祉サービス事業者研修会
　１回開催

○

【障害福祉課】
・連絡会を定期的に開催し、相
談支援事業所間の連携強化を図
るとともに、相談支援事業所の
ニーズに合ったスキルアップの
ための研修等を実施し、区全体
の相談機能の充実を図ります。
・東京都と連携し、相談支援従
事者現任研修受講者へ、拠点機
関からの助言や協議会への参加
を通して、地域の実情や課題を
知る機会を提供します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 2

④　ボランティア活動・NPO活動への支援
●NPO・ボランティアぷらざをボランティア活動の拠点
に位置づけ、区内のNPO団体や福祉ボランティア団体等
の地域活動を促進します。
●ボランティア活動の場の拡充のため、区の福祉施設の
活用を検討します。
●手話講習会を充実し、手話のできる人を増やすととも
に、ボランティアとしての活動の場所を拡大します。
●総合的な学習の時間等を活用した福祉施設でのボラン
ティア体験学習を推進し、児童・生徒のボランティア活
動の機会を拡大します。

地域振興課

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【地域振興課】
「夏！体験ボランティア」による、障
害者施設へのボランティア体験活動
や、「ファーストステップ」等を通じ
て障害者理解を進めています。

【障害者福祉センター】
・新型コロナウイルス感染拡大予防を
考慮し、障害者作品展の中止をはじめ
とし、その他のボランティアの活用や
交流等の機会を設定できなかった。
・手話講習会も全てのコースが中止と
なったため、ボランティア育成（初
級・中級）コースが開催できなかっ
た。

△

【地域振興課】
ぷらざへの登録促進を図るとと
もに引き続き福祉ボランティア
の活動支援、活動普及を進めま
す。現在、ぷらざに登録してい
る保健・医療・福祉関係の団体
は50団体となっています。

【障害福祉課】
関係課と連携し、必要な活動の
支援に努めます。

【障害者福祉センター】
・障害者作品展をはじめとし、
現在の感染状況では従来の形で
のイベントや交流事業は開催で
きないと判断しています。感染
予防を最大限配慮したイベント
や交流でのボランティアの受入
れ方を検討していきます。
・手話講習会は、感染拡大予防
に注意し、ボランティア養成
コースを6/21より実施。定員
はこれまで、初級40名、中級
30名だったが、初級13名、中
級10名に減らしています。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 2

⑤　福祉に係る職員の養成
●区立及び民間の福祉施設職員の研修を充実します。
●福祉施設間の職員の相互交流を進め、支援技術の共有
化や職員の資質の向上を図ります。
●福祉体験研修等を通じて、区職員の障害者福祉に対す
る理解を促進します。

職員課

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

社会福祉協議会

【職員課】
・福祉体験研修
　新型コロナウイルス感染症の影響に
より中止
・講義「北区の福祉」
　実施回数１回　参加人数145名

【障害福祉課】
障害福祉サービス事業者研修会を開催
し、人材育成及びサービスの質の向上
に努めました。

【障害者福祉センター】
障害者福祉センター生活介護事業の福
祉体験研修は、新型コロナウイルス感
染症の拡大防止のため中止。

【社会福祉協議会】
福祉事業所の職員向けに、職場定着や
職員のスキル向上に寄与する研修会を
行いました。（コロナ禍のため人数制
限をして開催）
＜区委託分＞
クレーム対応研修：20名
コミュニケーション研修：18名
ビジネス文書研修：20名
ハラスメント防止研修：10名
コーチング研修：20名

○

【職員課】
職員研修において、北区の福祉
についての講義を継続的に実施
するとともに、福祉体験研修の
実施時期を見直すなど、研修内
容の見直しを随時行いながら、
職員全体の福祉施策に対する理
解の促進を図っていきます。

【障害福祉課】
基幹相談支援センターを中心
に、人材育成のための研修会等
を開催します。

【障害者福祉センター】
障害者福祉センター生活介護事
業の福祉体験研修の受け入れ
は、新型コロナウイルス感染症
の状況を考慮して可否を判断し
ます。

【社会福祉協議会】
今後も実施予定

3 1

①　難病患者に対する支援の充実
●障害福祉サービスの利用拡大を推進します。
●関係機関と連携し、難病医療費助成の円滑な実施に取
り組みます。
●難病患者への支援体制の整備を図るため、難病対策地
域協議会の設置について検討します。 障害福祉課

【障害福祉課】
・区が難病医療費助成の申請受付事務
を行いました。
（受理件数）
　難病等　2,201件
　小児慢性特定疾病　117件
・障害福祉サービス利用者（15人）

△

【障害福祉課】
・障害福祉サービスの利用拡大
のための周知に努めます。
・難病対策地域協議会の設置に
ついて、他自治体等の動向を注
視するとともに、検討を行いま
す。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 1

②　機能訓練の推進と社会復帰の支援
●高次脳機能障害について啓発を図るとともに、高次脳
機能障害相談事業・機能訓練事業を充実します。
●高次脳機能障害の家族会・当事者の会を開催し、家族
の孤立や当事者の引きこもりを防ぎます。

障害者福祉セン
ター

【障害者福祉センター】
・中途障害者に対する高次脳機能障害
訓練の実施（若年性認知症を含む）
　実人数　24人　延人数　737人
・高次脳機能障害　専門相談・一般相
談
　専門相談　10件
　一般相談　316件
・高次脳機能障害講演会実施
　２回　参加者　55人
・高次脳機能障害家族会の実施
　４回　参加者　32名
・高次脳機能障害引きこもりの当事者
の会実施
　４回　参加者　９人

△

【障害者福祉センター】
・高次脳機能障害者と若年性認
知症者に対する個別・集団プロ
グラムを実施。
・高次脳機能障害専門相談（公
認心理師が対応）、一般相談
（保健師が対応）を継続。
・高次脳機能障害家族会を実施
し、周囲に理解されにくい高次
脳機能障害がある家族の孤立を
防ぎ病気への理解を深められる
よう支援。高次脳機能障害当事
者の会を実施し、当事者の引き
こもりと回復を支援。

3 1

③　自主・自助グループの活動支援
●難病や障害に関する自主・自助グループ活動の支援の
充実を図ります。
●障害者の自主・自助グループ活動の育成や家族会・障
害者団体等の支援を行い、障害者の地域での自立生活や
社会参加を支援します。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
障害者の福祉の向上を図る事業を行う
家族会や障害者団体等を支援しまし
た。

【障害者福祉センター】
・趣味の講座修了生による自主グルー
プ（タピポン、陶芸①、陶芸②、籐
芸、書道、絵手紙、パソコン、キー
ボード
8グループ）に対して、部屋や道具の
貸し出しを行いました。
※緊急事態宣言中は自粛。
・在宅の中軽度の知的障害者を対象と
し、生きがいつくり事業の一環として
ライフアップクラブを全28回実施しま
した。
※緊急事態宣言中は中止。

△

【障害福祉課】
引き続き家族会・障害者団体等
への必要な支援を行います。

【障害者福祉センター】
・緊急事態宣言の状況にならな
い限り、最大限感染予防に注意
して、自主グループの支援を行
います。各グループ高齢化のた
め会員が減っており、趣味の講
座の卒業生に自主グループの案
内を行います。
・緊急事態宣言の状況にならな
い限り、最大限感染予防に注意
して、ライフアップクラブを週
１回開催していきます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 1

④　発達障害者に対する支援の充実
●専門医や保健師等による相談を通じて、早期対応を図
るとともに、講演会やペアレントトレーニング等を実施
し、障害理解の普及啓発や親への支援を図ります。
●関係機関と連携し、乳幼児健康診査等で把握した支援
を必要とする乳幼児と親への支援を充実します。

健康推進課

障害福祉課

子ども家庭支援セ
ンター

【健康推進課】
乳幼児健診、子育て相談等で把握した
要支援者について、関係機関と連携し
支援しています。
　内科経過観察来所者　76人
　心理経過観察来所者　49人
　発達の遅れの児の支援　354人

【障害福祉課】
さくらんぼ園、健康支援センター等の
関係機関と連携し、必要な相談支援等
を行いました。

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
・職員の専門性の向上を目途に、児の
発達特性に応じた行動、心情を理解す
るためのOTの研修会を実施しました。

○

【健康推進課】
引き続き、乳幼児健康診査及び
乳幼児経過観察健康診査を充実
させていきます。

【障害福祉課】
関係機関と連携し、必要な支援
を行います。

【児童発達支援センター】
・障害や発達に悩みや不安を感
じている保護者等を対象とした
講演会やペアレントトレーニン
グ、職員向けの研修会等を企画
及び実施していきます。

3 1

⑤　医療的ケア児・者への支援の充実　【新規】
●医療的ケア児・者に対する総合的な支援体制の構築に
向けて、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機
関が連携を図るための協議の場を開催します。
●医療的ケア児や重症心身障害児を支援する障害児通所
支援等の事業所の確保を図ります。
●訪問看護師によるケアの代替等により、医療的ケア児
や重症心身障害児・者の健康の保持と家族の福祉の向上
を図ります。

障害福祉課 △

【障害福祉課】
・「医療的ケア児・者支援部
会」を開催し、分野を越えた
ネットワークづくりと地域課題
の掘り起こしを行います。
・主に重症心身障害児を支援す
る事業所の整備を図るため、民
間事業者に対して、開設前準備
経費の補助を行います。
・重症心身障害児（者）等在宅
レスパイト事業を実施します。

3 2

①　自立支援医療の実施
●関係機関と連携し、自立支援医療の円滑な実施に取り
組みます。

障害福祉課

【障害福祉課】
・育成医療
　受給者数：17人　給付件数：42件
・更生医療
　受給者数：429人　給付件数：
3,649件
・精神通院医療
　申請件数：6,446件

△

【障害福祉課】
引き続き自立支援医療の円滑な
実施に取り組みます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 2

②　障害者歯科診療所の運営
●心身障害のため一般歯科診療所では治療困難な人に、
北区障害者口腔保健センターにおいて、歯科治療及び口
腔保健指導を引き続き実施します。

地域医療連携推進
担当課

【地域医療連携推進担当課】
北区障害者口腔保健センターにおい
て、心身障害者のための歯科治療及び
口腔保健指導を行いました。
・歯科治療　1,309人
・口腔保健指導　27人 △

【地域医療連携推進担当課】
心身障害のため一般歯科診療所
では治療が困難な人に、北区障
害者口腔保健センターにおい
て、引き続き歯科治療及び口腔
保健指導を実施します。

3 2

③　かかりつけ医・歯科医制度の推進
●障害者が地域で安心して暮らすために、日常の健康管
理や診療を行う、かかりつけ医・歯科医制度を推進しま
す。

地域医療連携推進
担当課

【地域医療連携推進担当課】
障害の状況や体の状態に応じて、北歯
科医師会及び滝野川歯科医師会より
「かかりつけ歯科医」を紹介するとと
もに、この事業に賛同した区内全域の
「かかりつけ協力歯科医」が治療を実
施しました。

△

【地域医療連携推進担当課】
引き続き、北歯科医師会及び滝
野川歯科医師会において「かか
りつけ歯科医」を紹介するとと
もに、「かかりつけ協力歯科
医」により治療を実施します。

3 2

④　医療費助成の実施
●障害者の医療費の負担軽減のため、心身障害者医療費
助成制度を継続していきます。

障害福祉課

【障害福祉課】
心身障害者医療費助成制度
受給者証交付者数：3,135人

△

【障害福祉課】
心身障害者医療費助成制度を継
続して実施します。

3 2

⑤　精神障害者の救急医療体制の確保
●救急医療が必要な精神障害者に対応できる医療体制が
有効に機能するように東京都へ要望します。

障害福祉課

【障害福祉課】
精神科救急医療体制については、必要
に応じて、東京都へ要望しています。

△

【障害福祉課】
精神科救急医療体制の整備につ
いて、東京都へ必要な要望を行
います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 3

①　精神保健相談の充実
●専門医や保健師等による精神保健相談を通じて、精神
疾患の早期発見や指導・助言を行うとともに、医療機関
との連携を強化します。

健康推進課

【健康推進課】
・専門医による相談
・精神保健相談事業の実施
　相談回数　36回
　相談延べ人数　88人
・アルコール関連問題相談事業の実施
　相談回数　12回
　相談延べ人数　28人
・保健師による相談・指導
　家庭訪問　1,011件
　所内相談　983件
　電話や文書による相談　3,652件
　関係機関連絡　5,655件
※実績はすべて３健康支援センターの
合計

△

【健康推進課】
こころの健康の保持増進には予
防に加え、早期発見・早期対応
が最も重要です。気軽に専門家
へ相談できる窓口として、継続
実施していきます。

3 3

②　アルコール関連問題相談の実施　【新規】
●アルコールや薬物等の依存症からの回復を図るため、
専門医による個別相談を実施します。

健康推進課 △

【健康推進課】
アルコール関連問題事業につい
ては、ゲーム・ギャンブルなど
の多岐にわたる依存についても
専門医の相談事業を継続しま
す。

3 3

③　中途障害の予防と普及・啓発
●中途障害の予防を図るため、中途障害の原因となる疾
病等に関する知識の普及・啓発に努めます。

健康推進課

【健康推進課】
メタボリックシンドローム該当者及び
予備群の早期発見・早期改善を目的と
して医療保険者が実施する特定健康診
査・特定保健指導に準じ、生活保護受
給者を対象に健康増進健診及び保健指
導を実施しました。

△

【健康推進課】
引き続き、健康増進健診及び保
健指導を実施します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 3

④　健康づくり事業の推進
●ウォーキング大会や健康フェスティバル、食育フェア
などの健康づくり事業を実施し、健康への関心を高め、
多様な健康づくりの機会を提供します。
●障害者の健康づくりの視点から、「北区さくら体操」
をはじめとした手軽な運動の普及を図ります。

健康推進課

【健康推進課】
・北・水辺ウォーク（10月25日開催
予定→新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止）
・桜ウォーク（3月28日開催予定→新
型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め中止）
・健康フェスティバル（10月～11月
開催予定→新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止）
・食育フェア（1月24日開催予定→新
型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め中止）

△

【健康推進課】
・今後もより多くの区民の、そ
れぞれにあった健康づくりの
きっかけとなるイベントの開催
に向けて取り組んでいきます。
・新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、規模を縮小
しての開催等を含め、安全対
策、費用対効果等も勘案のう
え、開催の可否について検討し
ます。

3 3

⑤　健康相談・健康づくり支援の充実
●保健師等による健康相談を通じて、正しい健康情報の
提供、障害に応じた健康づくりについての助言指導を行
います。
●グループや仲間で取り組む健康づくりを支援します。

健康推進課

【健康推進課】
・家庭訪問や各種相談のなかで、障害
者（児）に対しても、健康づくりにつ
いての助言指導を行いました。
家庭訪問　延47人
所内相談　延8人
電話相談　延53人
・北区健康づくりグループ紹介紙につ
いて、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため発行を休止した。また、健
康フェスティバルの中止に伴い、健康
づくりグループ公開講座も中止となっ
たため、健康づくりグループ公開講座
助成金の執行を見合わせました。この
未執行分の財源を活用し、コロナ禍に
おけるグループ活動継続を支援するた
め、感染症拡大防止対策を講じた上で
実施するグループの自主活動の経費
（活動再開に向けた準備経費を含む）
を助成することとし、89グループに助
成金を交付しました。

△

【健康推進課】
・引き続き、家庭訪問や各種相
談のなかで、障害者（児）に対
しても、健康づくりについての
助言指導を実施します。
・新型コロナウイルス感染症拡
大防止対策を実施したうえでの
安全な公開講座の実施に向け
て、グループへの周知内容やグ
ループ紹介紙の掲載方法等の検
討を行います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 3

⑥　通所施設での健康管理の推進
●障害者の高齢化や重度化に対応するため、通所施設で
の嘱託医や栄養士等による健康管理及び各個人に適した
食生活の充実を図ります。
●通所施設における健康診断のメニューを充実し、健康
診断の結果を日常の健康づくりに活かせるよう支援しま
す。

障害者福祉センター

【障害者福祉センター】
医療・保健機関等の協力のもとに各科
検診（内科・レントゲン検査・歯科・
眼科・検便等）や医療、保健、相談を
実施。
栄養士による給食（献立）の充実、安
全な摂食に向け、歯科医及び言語聴覚
士による摂食指導及び利用者別食事の
提供を実施しました。

△

【障害者福祉センター】
引き続き関係機関や栄養士等と
の連携を図ります。

3 3

⑦　障害者・障害児への保健サービスの実施
●障害者・障害児が地域で安心して暮らすことができる
よう、関係機関と連携を図りながら、適切な保健サービ
スの実施に努めます。

健康推進課

【健康推進課】
乳児訪問や各種電話相談のなかで、障
害者（児）に対しても、適切な対応を
図りました。
　家庭訪問　延47人
　所内相談　延8人
　電話相談　延53人
　関係機関連絡　延148人

△

【障害福祉課】
引き続き、乳児訪問や各種電話
相談等で障害者（児）に対して
も適切な対応を図ります。

3 3

⑧　区民健康診査の実施
●脳血管疾患等障害の原因となる生活習慣病の早期発見
に取り組むとともに、受診の結果､要指導・要医療の人へ
の事後指導を充実します。

健康推進課

【健康推進課】
特定健康診査受診者数：21,153人
後期高齢者健康診査受診者数：
21,122人
健康増進健診受診者数
40～74歳：930人　75歳～：723
人
保健指導受診者数：26人
若年健康診査受診者数：922人

△

【健康推進課】
引き続き健康診査を実施しま
す。

4 1

①　乳幼児健康診査及び乳幼児経過観察健康診査の充実
●乳幼児健康診査及び乳幼児経過観察健康診査を充実
し、乳幼児の健康の保持及び障害の早期発見に努めま
す。
●健康診査の結果、助言指導等を必要とする乳幼児と親
への相談支援を充実します。
●関係機関や団体と連携が必要な場合は、適切な相談・
指導を受けることができるよう支援します。
●各健康支援センターにおいて、発達に関する心配や障
害のある子どもを持つ親への相談機能を充実します。

健康推進課

【健康推進課】
乳幼児健康診査受診者数
3～4か月児健診　1,588人
6か月児健診・9か月児健診　5,148人
1歳6か月児健診　内科　2,679人
　歯科　2,521人
3歳児健診　2,774人
内科経過観察来所者　76人
心理経過観察来所者　49人
発達の遅れの児の支援　354人

△

【健康推進課】
引き続き、乳幼児健康診査及び
乳幼児経過観察健康診査を充実
させていきます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

教育総合相談セン
ター

保育課

子ども家庭支援セ
ンター

【教育総合相談センター】
就学相談の一環として、児童発達支援
センターと連携して、保護者向け就学
相談説明会を開催し、情報提供を行い
ました。

【保育課】
必要に応じて各関係機関との連携を図
りました。

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
・令和元年度に旧さくらんぼ園改修工
事を予定していたが、耐震基準が満た
せず、旧清至中学校へ鉄筋プレハブの
園舎を建設し、令和３年３月20日に移
転しました。
・さくらんぼ園では新型コロナウイル
スの影響で午前療育のみとなり、当園
を辞めて他の事業所に移る園児もいま
した。
・関係機関との連絡調整会議を開催し
情報共有と連携の強化を図りました
が、新型コロナウイルス感染症の影響
で例年２回の開催が１回となりまし
た。

○

【教育総合相談センター】
学びの場が多様化する中で、就学
相談を通じた児童発達支援セン
ターとの連携を強化し、相互の事
例や相談に関する技能の向上を図
ります。また、「東京都北区発達
障害児支援のための連絡調整会
議」への参加を通じ、就学前機関
への就学に関する情報提供を行
い、相談支援の充実を図っていき
ます。

【保育課】
令和２年度と同様に実施していき
ます。

【児童発達支援センター】
・子どもの発達障害を含む障害に
対し、発達検査の実施によって生
活上の課題を分析し、適した支援
や対応策を保護者に提案します。
（従来の相談体制を令和３年度か
ら変更した。）
・相談支援事業において発達相談
が関わることで、適切な療育先の
紹介やスムーズな受給者証取得の
ための援助を実施します。
・保育所等訪問支援を開始し、住
み慣れた地域で障害のある子もな
い子もともに暮らす社会（インク
ルーシブ社会）を目指し保護者支
援、地域支援を進めていきます。
・区内にある児童発達支援事業所
連絡会、発達・障害関係機関会議
の構成メンバー、実施回数等を検
討し、実施していきます。
・グループ活動や学習プログラム
による家族支援や、様々な障害に
ついての普及・啓発活動及び講演
会などを開催して地域支援行って
いきます。
・令和７年度児童相談所等複合施
設の設置に向けて、関係機関との
連携に取り組みます。

4 1

②　児童発達支援センターの充実
●児童発達支援センターにおいて、子どもの発達障害を
含む障害に関する相談支援体制の充実を図るとともに、
保育所等訪問支援の実施により、地域の障害児やその家
族への支援を行います。
●児童発達支援センターの機能の充実に向けて、職員の
専門性の向上を図ります。
●教育総合相談センター、保育園、北児童相談所等、各
関係機関との連携を強化します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 1

③　児童発達支援事業の充実
●児童発達支援センターにおいて、児童福祉法に基づく
児童発達支援事業を実施し、発達の状況を踏まえ、子ど
もの心を育み、自らがもつ力を生きる力につなげ、充実
した生活をおくることができるように支援していきま
す。
●児童発達支援事業者と連携しながら質の向上を図りま
す。
●発達障害児支援のための連絡調整会議を開催し、早期
からの相談・支援、関係機関との連携強化に努めます。
●児童発達支援事業者と連携し、就学相談や特別支援教
育に関する情報提供を充実します。

教育総合相談セン
ター

子ども家庭支援セ
ンター

【教育総合相談センター】
児童発達支援事業者との連携におい
て、就学相談時の連携の他に「北区の
特別支援教育」のリーフレットを配布
し、特別支援教育の理解と啓発を図り
ました。

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
・新型コロナウイルス感染症の影響で
区内の「発達障害児支援のための連絡
調整会議」や都内事業所との情報共有
の場でもある「地域療育連絡会」が中
止となりました。
・区内の保育園、幼稚園との併用先訪
問や小学校への就学後の訪問なども、
新型コロナウイルス感染症の影響で実
施できませんでした。

○

【教育総合相談センター】
今後も引き続き、児童発達支援
事業に係る機関と就学相談の連
携やリーフレット「北区の特別
支援教育」の配布を行い、特別
支援教育に関する情報提供を進
めていきます。

【児童発達支援センター】
・児童発達支援事業から児童発
達支援センターに移行したこと
で、療育内容の充実、保育所等
訪問支援の開始に伴う事業の拡
大を図り、保護者支援、地域支
援を拡充させていきます。
・継続的に区内、都内の事業所
との連携を進める中で、職員へ
の啓発、人材育成に努めていき
ます。

4 1

④　児童発達支援事業所の整備　【新規】
●心身の発達に遅れやつまずき、あるいは疑いのある未
就学児に対して、集団生活への適応等の発達を促す支援
を行う児童発達支援事業の提供体制の充実を図ります。
●民間事業者に対して、医療的ケア児や重症心身障害児
を支援する児童発達支援事業所の整備を誘導します。 障害福祉課 △

【障害福祉課】
主に重症心身障害児を支援する
児童発達支援事業所の整備誘導
を図るため、民間事業者に対し
て、開設前準備経費の補助を行
うなど、障害児支援の提供体制
の整備に努めます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 1

⑤　保育園の障害児受け入れ体制の整備
●中程度の障害児から重度の障害児の受け入れ体制を整
備・拡充します。
●保育園の職員研修の充実、設備等の保育環境の整備に
努めるとともに、医療機関等との連携強化を図ります。
●保育園における医療的ケア児の受け入れについて検討
を行います。

保育課

【保育課】
公・私立保育園で特別支援児保育を行
いました。また、保育内容の充実を図
るため、職員に対する特別支援児研修
を実施しました。
また、特別支援児部会で医療的ケア児
の受入れ手法や課題について研究しま
した。
特別支援児　208名
研修　２回実施

△

【保育課】
特別支援児保育、職員研修につ
いて令和２年度と同様に実施し
ていきます。
特別支援児部会等で医療的ケア
児の受入れ手法や課題について
研究します。

4 1

⑥　幼稚園の障害児受け入れの支援
●区立幼稚園及び私立幼稚園の障害児の受け入れを支援
するため、児童発達支援センター、各健康支援センター
等との相談連携・協力体制を強化します。

健康推進課

学校支援課

子ども家庭支援セ
ンター

【健康推進課】
関係機関からのご相談、要望等があった
場合、健診、訪問、相談等によりフォ
ローし、結果をフィードバックしていま
す。

【学校支援課】
平成29年度から、引き続き区立幼稚園
４園及び区立認定こども園１園（幼稚園
枠）にて、特別支援対象児の定員枠を外
して募集を行いました。特別支援対象児
に対し入園指導委員会を開催し、審査し
たのち非常勤職員（特別支援補助員）を
３：１で配置しました。（多動等には
１：１）
合計　28名在籍
内訳
幼稚園　　４歳児：在籍　９名
　　　　　５歳児：在籍　９名
こども園　３歳児：在籍　０名
　　　　　４歳児：在籍　５名
　　　　　５歳児：在籍　５名

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
・幼児クラスにおいて保育園、幼稚園に
通う園児を発達支援の要請に応えるため
原則週１日、事情を勘案し２日利用とし
て受け入れました。
・私立幼稚園特別支援教育補助金の判定
書・意見（支援アセスメント）を、３園
からの依頼に対し、７人分発行しまし
た。

○

【健康推進課】
関係機関からのご相談、要望等
があった場合、健診、訪問、相
談等によりフォローし、結果を
フィードバックしていきます。

【学校支援課】
引き続き受け入れを行っていき
ます。

【児童発達支援センター】
・幼稚園、保育園などの併用先
のある児はインクルーシブルの
視点から、地域での育ちを助け
ていく保育所等訪問支援を実施
していきます。また、児童発達
支援センターへの移行に伴う経
過措置として、希望者に対して
午後の療育クラスを設け、実施
していきます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 1

⑦　巡回指導員派遣事業の実施
●保育園・私立幼稚園に障害児に関する心理・言語発達
の専門知識を有する専門員（臨床心理士等）を派遣し、
職員に対して集団活動等に関する指導助言を行うことに
より、障害のある児童の保育・幼児教育向上を図りま
す。

保育課

子ども家庭支援セ
ンター

【保育課】
特別な配慮を必要とする児童の保育に
携わる保育士に対し適切な指導助言を
行うため、公・私立保育園等に対し、
43名の巡回指導員の派遣を年間延べ
615回行いました。

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
私立幼稚園への巡回指導派遣事業を実
施し、申請のあった11園に延べ88回
実施しました。

△

【保育課】
令和２年度と同様に実施してい
きます。

【児童発達支援センター】
保育所等訪問支援の実施ととも
に、今後の事業の進め方や連携
等を踏まえ、取り組んでいきま
す。

4 2

①　特別支援教育の充実
●障害のある児童・生徒一人ひとりの教育ニーズに応じ
た計画的かつ適切な指導及び必要な支援を行うなど、イ
ンクルーシブ教育システムの構築に向けて、特別支援教
育の質的な充実を図ります。
●知的障害特別支援学級では、将来、地域社会の中で自
立した生活を送れるよう、必要な知識や生活習慣を養
い、考える力や豊かな心を育てるための指導を行いま
す。
●自閉症・情緒障害特別支援学級では、自閉症や情緒障
害の特性により学習や生活に課題がある児童・生徒に対
して、適切に自己表現する力や行動の調整力、コミュニ
ケーション力を育てるための指導を行います。
●小・中学校の通常の学級に在籍する発達に課題のある
児童・生徒を対象に、巡回指導教員が巡回し、学習又は
生活上の困難を改善・克服するための指導を行います。
●小・中学校に特別支援教育コーディネーターを置き、
校内委員会等を整備して、学校全体で障害のある児童・
生徒一人ひとりの教育ニーズに対応します。
●障害のある児童・生徒一人ひとりの成長・発達をさら
に支援していくために、その特性に合わせ、介助員の配
置や学校設備の改修、車いす用階段昇降車を設置するな
どの教育環境の整備と合理的配慮を推進するとともに、
適切な指導や支援に努めます。

教育総合相談セン
ター

【教育総合相談センター】
（特別支援学級）
・令和３年度に新たに開設する特別支援
学級（知的障害、自閉症・情緒障害）の
検討を進め、開設準備を行いました。
（特別支援教室）
・小学校特別支援教室巡回指導対象児童
数573人（R2.5.1付）※小学校全校35
校（拠点校９校・巡回校26校）実施。
・中学校特別支援教室巡回指導対象児童
数151人（R2.5.1付）※中学校全校12
校（拠点校２校・巡回校10校）実施。
（特別支援教育コーディネーター）
・各小中学校に特別支援教育コーディ
ネーターをおき、研修会を開催し、特別
支援学校6校の特別支援教育コーディ
ネーターとの連携を図り、区の特別支援
教育の取り組み等の情報提供や指導方法
の検討などの内容で実施しました。特別
支援教育コーディネーター研修・年間6
回実施。
（介助員事業）
・肢体不自由等の児童・生徒への介助員
配置　総計8人（小学校4人、中学校4
人）
・障害や発達に課題のある児童・生徒へ
の合理的配慮の取り組みについて理解、
啓発を行うとともに、必要に応じて階段
昇降車を配置しました。

△

【教育総合相談センター】
「第三次北区特別支援教育推進
計画」を推進し、児童・生徒一
人ひとりの教育的ニーズに応じ
た計画的かつ適切な指導及び必
要な支援を行うなど、特別支援
教育の質的な充実を図っていき
ます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 2

②　教員の専門性の向上
●特別支援学級教員の計画的・継続的な研修や研究を充
実し、専門性の向上を図ります。
●医療、心理等外部の専門家や専門機関との連携を図
り、専門的支援体制を充実します。

教育総合相談セン
ター

【教育総合相談センター】
知的障害学級専門研修（13回）
言語障害・難聴学級専門研修（21回）
情緒障害等学級専門研修（20回） △

【教育総合相談センター】
継続的に、教職員を対象に特別
支援教育研修を行い、特別支援
学級教員の資質向上に向けた研
究授業や研修会に参加しやすい
体制を整えていきます。

○

【健康推進課】
引き続き、連携機関としての役
割を果たしていきます。

【教育総合相談センター】
「就学支援シート」の作成及び
活用について就学前機関との連
携を図り、学校への情報提供と
指導への活用につなげていきま
す。

【保育課】
令和２年度と同様に実施してい
きます。

【児童発達支援センター】
・障害のある子どもの就学・進
路に係る相談や就学先訪問等を
通じて、教育総合相談センター
や学校と連携の強化を図ってい
きます。

4 2

③　つながりを大切にした教育体制の充実
●障害のある子どもが、乳幼児期から学校卒業後まで、
地域と密接な関係を継続的に保ちながら、地域社会の一
員として主体的に生きていくことができるよう、保育
園、幼稚園、学校、児童発達支援センター、各健康支援
センター等との連携を強化し、つながりを大切にした教
育体制の充実を図ります。
●就学支援シートや学校生活支援シート、サポートファ
イル「さくら」等の作成・活用を図り、就学や転学、進
学、自立・社会参加を見据え、子どもの成長に応じた切
れ目のない支援を進めます。
●学校ファミリーを基盤として、サブファミリーごとに
幼稚園・小学校・中学校で研究授業、授業交流、交流事
業等に取り組んでいきます。

健康推進課

教育総合相談セン
ター

保育課

子ども家庭支援セ
ンター

【健康推進課】
障害のある子どもが適切な配慮のもとに
教育が受けられるよう、教育現場等との
連携機関として情報提供や助言に努めて
います。

【教育総合相談センター】
「就学支援ファイル」や「就学支援シー
ト」の活用を通じて、就学前機関からの
児童に関する情報の提供を受け、幼児期
から学齢期への移行支援に取り組みまし
た。
・「就学支援ファイル」（転学相談票を
含む）の作成　247件
・「就学支援シート」の回収率
366/2,378件（15.4%）

【保育課】
保護者からの依頼に応え子どもの姿や必
要な援助の内容を就学支援シートに記入
することで、就学相談（教育委員会）へ
繋げていきました。また、必要に応じて
各関係機関との連携を図りました。

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
・児の成長、学校での状況を確認するこ
とで園の療育に反映させる目的で行う、
卒園児の就学先訪問（特別支援学校、支
援学級）は、新型コロナウイルス感染症
の影響で中止となりました。
・就学支援のための説明会を、密を避け
２回実施しました。
・就学支援シートの作成依頼は２ケース
ありました。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標１　自分らしく生き生きと暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 2

④　放課後活動の充実
●小学校に通う障害のある児童を学童クラブや放課後子
ども総合プランで受け入れに努めていきます。
●学童クラブに障害児保育に関する心理・言語発達の専
門知識を有する専門員（臨床心理士）を派遣し、職員に
対して集団活動等に関する指導助言を行うことにより、
障害のある児童の育成の向上を図ります。

子どもわくわく課

【子どもわくわく課】
・放課後子ども総合プランにおいて、
障害のある児童や特別支援学級に在籍
する児童、特別支援学校に在籍する副
籍児童の受入を行いました。
・学童クラブにおいて、障害のある児
童や特別支援学級に在籍する児童の受
入を行いました。
障害者手帳等を所持する児童の受入：
15名
特別支援学級の児童の受入：47名（内
手帳所持者：10名）
・学童クラブに専門知識を有する巡回
指導員を派遣し、障害のある児童の受
入を支援しました。
巡回指導員（専門員）　20名委嘱
派遣実績　331回

△

【子どもわくわく課】
・放課後子ども総合プランにお
いて、障害のある児童や特別支
援学級に在籍する児童、特別支
援学校に在籍する副籍児童の受
入を行います。
・学童クラブにおいて、障害の
ある児童や特別支援学級に在籍
する児童の受入を行います。
令和３年４月現在
障害者手帳等を所持する児童の
受入：15名
特別支援学級の児童の受入：37
名（内手帳所持者：11名）
・学童クラブに専門知識を有す
る巡回指導員を派遣し、障害の
ある児童の受入を支援します。
令和３年４月現在
巡回指導員（専門員）　20名委
嘱
派遣予定回数　383回

4 2

⑤　放課後等デイサービスの整備
●放課後や夏休み等の長期休暇中に、生活能力向上のた
めの訓練等を継続的に提供することにより、障害児の自
立を促進する放課後等デイサービスの提供体制の充実を
図ります。
●民間事業者に対して、医療的ケア児や重症心身障害児
を支援する放課後等デイサービス事業所の整備を誘導し
ます。

障害福祉課

【障害福祉課】
・支給決定者数
　468人（令和３年４月１日現在）
・延利用者数
　4,584人
・令和２年４月に「つみき第９」が開
設

△

【障害福祉課】
主に重症心身障害児を支援する
放課後等デイサービス事業所の
整備誘導を図るため、民間事業
者に対して、開設前準備経費の
補助を行うなど、障害児支援の
提供体制の整備に努めます。

25 / 60



北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績

1 1

①　就労支援の充実
●就労移行支援事業、就労継続支援事業（Ａ型）を実
施・誘導し、通所施設等における福祉的就労から一般就
労への移行を支援します。
●障害の程度や状況に応じた就労支援として、一般就労
が困難な人のための福祉的就労の場となる就労継続支援
事業（Ｂ型）の整備・充実に努めます。
●通所施設を利用している就労意欲のある障害者に、一
人ひとりの障害の程度や年齢を考慮した就労支援を行い
ます。
●一般就労へ移行した人に就労定着支援事業を実施し、
就労に伴う生活面等の課題に対応するための支援を行い
ます。
●就労支援センター北の充実や障害者の就労支援のため
の関係機関とのネットワークの強化等、多様な就労支援
体制の充実に努めます。

障害福祉課

【障害福祉課】
・サービス実利用者数（１月当たり）
　就労移行支援　144人
　就労継続支援（Ａ型）　64人
　就労継続支援（Ｂ型）　570人
　就労定着支援　62人
・福祉施設から一般就労へ移行した人
数　71人
・障害者の就労意欲に応える体制づく
りの推進や、事業者間の連携の更なる
促進を図るため、自立支援協議会専門
部会「就労支援部会」を開催しまし
た。
開催回数　２回

△

【障害福祉課】
・引き続き各サービスの提供体
制を整備するとともに、福祉施
設から一般就労への移行を支援
します。
・就労支援部会や就労支援施設
連絡研修会を開催し、関係機関
との連携強化や情報共有を図り
ます。

1 1

②　就労支援センター北の充実
●就労支援センター北において、一般就労の拡大のため
の情報提供、相談機能を充実します。
●障害者が安心して働き続けられるよう、就労前の生活
支援及び訓練の場の提供、就労後の職場定着支援等の就
労支援機能を拡充し、就労面と生活面の支援を一体的に
行います。
●就労支援センター北と各通所施設等との連携を強化
し、福祉的就労から一般就労への移行及び就労の定着を
支援します。
●就労支援センター北と東京都、東京障害者職業セン
ター及び公共職業安定所（ハローワーク）との連携を進
めます。
●ハローワークと共催で、「障害者就労支援フェア」を
開催し、企業の取組や働いている障害者を紹介すること
で、企業の障害者雇用への意欲向上を図るとともに、相
談会を行い、障害者の就労を支援します。

障害福祉課

【障害福祉課】
○就労支援センター北 ドリームヴイ
（主に身体・知的障害者対象）
・登録者数：856人
・就労実績：25人
・相談件数：
　就労支援1,401件、生活支援828件
・福祉的就労から一般就労への環境整
備を進める地域開拓促進コーディネー
ターを1名配置
○就労支援センター北 わくわくかん
（主に精神障害者対象）
・登録者数：1,067人
・就労実績：45人
・相談件数：
　就労支援2,045件、生活支援1,514
件
○北区障害者就労支援フェア
　障害者の一般就労・雇用の促進を図
るため、障害者やその家族、企業担当
者、施設職員などを対象に、ハロー
ワーク王子との共催により、講演会、
相談コーナー及び企業説明会を実施。
令和２年度は、新型コロナウイルス感
染症の拡大防止のため中止

△

【障害福祉課】
・引き続き就労支援センター北
を通じて、障害者の福祉的就労
から一般就労への移行支援、就
職後の職場定着支援に力を入れ
ていきます。
・今後もハローワークと連携の
上、感染防止対策をしながらで
きる取組みを検討し、「障害者
就労支援フェア」を開催し、企
業の障害者雇用への意欲向上や
障害者の就労支援に努めます。
・就労支援部会や就労支援施設
連絡研修会を開催し、関係機関
との連携強化や情報共有を図り
ます。

今後の取組み（予定）
（拡充○、維持継続△、中止等×）
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

③　区における障害者雇用の推進
●地方公共団体における障害者雇用の法定雇用率2.6％の
充足を維持するとともに、障害を有する職員の活躍を推
進していくための計画を策定し、全庁で取り組みます。
●新たに設置される公共施設を中心に、障害者就労施設
等が出店（作品販売・喫茶等）できる場の確保、清掃業
務等への障害者就労施設等への発注の促進を図ります。

職員課

障害福祉課

【職員課】
・雇用率　2.63％（R2.6.1現在）
法定雇用率2.6％を維持するとともに、
特別区における目標雇用率3.0％の達成
に留意し、職域、就労環境、雇用形態
等の整備に努めました。
・障害がある職員の活躍を推進する計
画
令和３年２月に各任命権者の連名で北
区障害者活躍推進計画（令和２年度～
令和６年度）を策定しました。計画の
中で、３つの目標と３つの取組みを定
め、計画を推進・実行していくため
に、東京都北区障害者雇用推進委員会
を設置しました。

【障害福祉課】
・関係機関と連携し、障害者就労施設
等からの物品等の発注に努めました。
・障害者就労支援施設等の自主製品の
合同販売会「ふれあいマルシェ」は、
新型コロナウイルス感染症の拡大防止
のため中止。

○

【職員課】
・雇用率
引続き法定雇用率を充足すると
ともに、特別区における目標雇
用率3.0％の達成に向けて、職
域、就労環境、雇用形態等の整
備に努めます。
・障害がある職員の活躍を推進
する計画
計画を積極的に推進していくた
め、障害がある職員をメンバー
に加えた作業部会を設置し、取
組み内容について検討していき
ます。

【障害福祉課】
・ふれあいマルシェの再開に向
けて検討を行うとともに、関係
機関と連携し、障害者就労施設
等からの物品等の発注に努めま
す。

1 1

④　民間企業等における実習及び障害者雇用の促進
●ハローワークと連携し、民間企業に対する障害者雇用
の普及・啓発を推進し、障害者の雇用を促進します。
●障害者が就労経験を積む機会を提供するため、民間企
業や区役所における職場体験実習を実施します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・福祉施設から一般就労へ移行した人
数　71人
・障害者の一般就労・雇用の促進を図
るために開催している「就労支援フェ
ア」は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため中止
・区役所における職場体験実習は、新
型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ため中止

△

【障害福祉課】
今後も引き続き障害者の雇用を
促進する取組みを行います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

⑤　就労支援施策の充実に関する国、東京都への要望
●国、東京都に対し、障害者法定雇用率の達成に関する
企業への指導､職業リハビリテーションの充実等、就労支
援施策の充実について要望します。

障害福祉課

【障害福祉課】
改正障害者雇用促進法の趣旨を踏ま
え、企業の意識向上に向けた普及啓発
を要望しています。

△

【障害福祉課】
就労支援施策に関する国、東京
都の動向を注視し、必要に応じ
て要望を挙げていきます。

1 2

①　民間の通所施設の運営体制の支援
●民間の通所施設間の連携・交流を促進することによ
り、施設の運営体制の充実を図り、特色ある施設づくり
を進めます。
●受注における通所施設間の情報交換や共同受注等の連
携を促進して、工賃水準の向上への取組を支援します。
●通所施設の活動や自主生産作品の魅力を周知・広報す
るとともに、工賃向上を図るため、合同販売会「ふれあ
いマルシェ」を引き続き開催します。また、販売場所の
拡大に努めます。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
・障害者就労支援施設の活動やそこで
作られた魅力ある自主製品を広く発信
するため、自主製品合同販売会（ふれ
あいマルシェ）を開催していますが、
令和２年度は新型コロナウイルス感染
症の拡大防止のため中止。

【障害者福祉センター】
北区作業所ネットワークによる自主生
産作品のＰＲ、照会への取次ぎや、
ホームページ管理などのバックアップ
を行い、共同受注を実際に受け、請負
作業を完了しました。
障害者作品展でのバザー・模擬店出店
等については新型コロナウイルス感染
症の影響により中止。

△

【障害福祉課】
障害者週間（12月3日～12月
９日）等のイベントに合わせて
ふれあいマルシェを開催し、就
労支援施設等で作られた自主製
品に対する理解促進と販売機会
の提供に努めます。

【障害者福祉センター】
引き続き北区作業所ネットワー
クによる自主生産作品のＰＲ、
照会への取次ぎ、ホームページ
管理などのバックアップを継続
します。また今後障害者作品展
などのイベントにおいて、出店
等を支援していきます。

1 2

②　通所施設等の環境改善
●区立及び民間の通所施設等の環境改善を支援します。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
民間事業者への整備誘導に努めるとと
もに、通所施設等の立上げの相談が
あった際には、都の整備費補助事業の
案内や設備基準等の情報提供、相談支
援を丁寧に行っています。

【障害者福祉センター】
区立施設における設備修繕や故障設備
の代替機器利用などの施設環境改善を
継続してきました。

△

【障害福祉課】
引き続き適切な支援を行うとと
もに、民間事業者への整備誘導
に努めていきます。

【障害者福祉センター】
引き続き施設の安全確保と環境
改善の検討を継続していきま
す。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 2

③　「東京都北区障害者優先調達推進方針」の推進
●障害者就労施設等からの物品等の調達方針「東京都北
区障害者優先調達推進方針」を作成するとともに、幅広
い物品の発注を促進し、調達実績の向上を図ります。

契約管財課

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【契約管財課】
契約状況や事業者（事業所）に関する
問い合わせ等に適切に対応しました。

【障害福祉課】
「東京都北区障害者優先調達推進方
針」を策定するとともに、幅広い物品
の発注促進に努め、前年度を上回る発
注実績を実現しました。
受注件数 30件（元年度 37件）
発注金額 43,828,824円（元年度
31,173,828円）

【障害者福祉センター】
障害者福祉センター内のエレベーター
工事に伴う利用者案内業務を障害者就
労支援施設へ優先的に発注しました。

△

【契約管財課】
契約状況や事業者（事業所）に
関する問い合わせ等に対応して
いきます。

【障害福祉課】
引き続き「東京都北区障害者優
先調達推進方針」を策定し、
様々な物品の発注や、新規の受
注の拡大を図っていきます。

【障害者福祉センター】
障害者作品展での案内業務、イ
ベントでの景品購入など優先的
な発注を継続していきます。

1 2

④　高齢者施策と連携した事業の推進
●高齢者との支え合いや地域共生社会の実現に向けた取
組を支援し、地域コミュニティの創出と障害者の社会参
加の推進を図ります。
●高齢障害者の社会参加や就労に関する多様なニーズに
対応するため、就労継続支援事業（Ｂ型）の充実に努め
るとともに、他のサービスや事業に適切につないでいき
ます。

障害福祉課

高齢福祉課

【障害福祉課】
高齢化が進む桐ケ丘地域において、社
会福祉法人ドリームヴイが、高齢者が
気軽に立ち寄れるカフェレストラン
「ヴイ長屋」を運営しています（就労
継続支援Ｂ型）。バランスのよい食事
を提供するとともに、ひとり暮らし高
齢者等に対する配食サービスを実施し
ています。
また、社会福祉法人さざんかの会で
は、高齢者あんしんセンターや社会福
祉協議会等との共催により、マルシェ
を開催し（２年度は中止）、障害者施
設の自主製品の販売等を行い、障害者
の理解促進や、地域コミュニティの創
出を図っています。

【高齢福祉課】
地域の実情に応じ、ふれあい交流サロ
ンの参加案内を実施。

△

【障害福祉課】
高齢障害者の社会参加や地域共
生社会の実現に向けた取組を引
き続き支援・推進していきま
す。

【高齢福祉課】
高齢、障害、子ども等の制度の
垣根を越えて分野横断的に関係
機関が連携する包括的な支援体
制づくりに向けて検討します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 1

①　障害者グループホームの整備
●社会福祉法人やＮＰＯ法人等による心身障害者グルー
プホーム・精神障害者グループホームの整備を誘導しま
す。特に身体障害者を対象とするグループホームの確保
に努めます。
●区有地等を活用して、重症心身障害者や医療的ケアを
要する障害者等重度障害者を支えるグループホームの整
備を推進します。
●重度の障害者への常時の支援体制を確保した日中サー
ビス支援型グループホームの整備を検討します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・北区基本計画の計画事業に掲げて整
備誘導を進めています。
・滝野川３丁目の区有地を活用した公
募事業により、重症心身障害者や医療
的ケアを要する障害者等を支援する重
度障害者グループホーム「らららたき
のがわ」が令和３年３月に開設しまし
た。
　定員12名（短期入所2床併設）
・令和３年２月に「ドリームハウス
キャット上中里」が開設しました。
定員５名（知的・精神障害者）

○

【障害福祉課】
・引き続き区有地、都有地等の
活用を含めて、障害者グループ
ホームの整備を検討します。
・障害者の高齢化に伴う重度化
への対応や地域移行の促進に向
けて、計画に基づいた整備を推
進します。
・障害者グループホームの整備
を推進するため、民間事業者に
対して、施設整備に要する費用
の一部補助を行います。

2 1

②　入所施設の整備検討
●入所施設による支援が必要な人のニーズを踏まえ、区
内への社会福祉法人等による入所施設の整備誘導を検討
します。

障害福祉課

【障害福祉課】
日中サービス支援型グループホーム等
を整備し、常時の支援体制を確保する
とともに、生活介護等の日中活動系
サービスを充実すること等により、地
域生活の維持・継続が可能となるよう
サービス提供体制の確保に向けた検討
を行っています。

△

【障害福祉課】
障害のある人が「親なき後」も
地域で安心して暮らせるよう、
グループホームや入所施設等の
多様な生活の場の整備に向け
て、引き続き検討を行います。

2 1

③　地域生活支援拠点等の整備
●居住支援のための機能を備えた拠点等の整備を行い、
障害者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制の構
築を図ります。
●緊急時の受け入れ対応が行えるよう、相談支援体制や
短期入所事業の充実を図ります。
●グループホーム等における体験の機会・場の提供を通
じて、施設や親元からグループホーム、一人暮らし等へ
の移行を支援します。

障害福祉課

【障害福祉課】
地域における複数の機関が分担して機
能を担う“面的整備型”による整備を
開始しました。令和3年3月には、拠点
等の機能の一部（緊急時の受入れ対
応、体験の機会・場等）を担う重度障
害者グループホーム「らららたきのが
わ」を整備しました。

○

【障害福祉課】
令和５年度末までの整備完了に
向けて、今後も引き続き、グ
ループホームや短期入所等地域
の社会資源との協力の確保・連
携を図り、障害者の生活を地域
全体で支えるサービス提供体制
を構築します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 2

①　生活介護施設の整備　【新規】
●特別支援学校の卒業生や在宅の重度障害者の日中活動
の場である生活介護施設を整備・誘導します。

障害福祉課 ○

【障害福祉課】
重度障害者が住み慣れた地域で
必要な支援を受けながら充実し
た生活を送ることができるよ
う、生活介護施設の整備誘導を
行い、日中活動の場の拡充に努
めます。

2 2

②　ショートステイ事業の充実（再掲）
●区内施設と連携を強化し、ショートステイや緊急一時
保護等の事業の充実を図ります。
●医療的ケア児・者や行動障害を有する障害児・者に対
して、専門的な対応を行うことができる短期入所事業所
の整備を誘導します。
●精神障害者を対象とする短期入所事業所の整備を誘導
します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・短期入所事業
支給決定者数　666人（令和３年４月
１日）
延利用人数　2,243人
延利用日数　15,829日
・令和３年３月に「らららたきのがわ
ショートステイ」が開設。区内初とな
る精神障害者の受入れも予定していま
す。

○

【障害福祉課】
・短期入所を活用した常時の緊
急受入体制等を確保するなど緊
急一時保護事業の充実を図りま
す。
・特に不足している精神障害者
や障害児の短期入所事業所を整
備誘導します。

2 2

③　児童発達支援事業所の整備（再掲）　【新規】
●心身の発達に遅れやつまずき、あるいは疑いのある未
就学児に対して、集団生活への適応等の発達を促す支援
を行う児童発達支援事業の提供体制の充実を図ります。
●民間事業者に対して、医療的ケア児や重症心身障害児
を支援する児童発達支援事業所の整備を誘導します。 障害福祉課 △

【障害福祉課】
・主に重症心身障害児を支援す
る児童発達支援事業所の整備誘
導を図るため、民間事業者に対
して、開設前準備経費の補助を
行うなど、障害児支援の提供体
制の整備に努めます。

2 2

④　放課後等デイサービスの整備（再掲）
●放課後や夏休み等の長期休暇中に、生活能力向上のた
めの訓練等を継続的に提供することにより、障害児の自
立を促進する放課後等デイサービスの提供体制の充実を
図ります。
●民間事業者に対して、医療的ケア児や重症心身障害児
を支援する放課後等デイサービス事業所の整備を誘導し
ます。

障害福祉課

【障害福祉課】
・支給決定者数
　468人（令和３年４月１日現在）
・延利用者数
　4,584人
・令和２年４月に「つみき第９」が開
設

△

【障害福祉課】
・主に重症心身障害児を支援す
る放課後等デイサービス事業所
の整備誘導を図るため、民間事
業者に対して、開設前準備経費
の補助を行うなど、障害児支援
の提供体制の整備に努めます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 3

①　障害者の住まいの確保
●障害者等の住み替えのための支援策について、転居費
用助成制度等のＰＲに努めます。
●バリアフリーに配慮した整備基準に基づき、区営住宅
の建て替えを行います。
●都営住宅、公社・都市機構住宅等の建設や建て替えに
際して、一定戸数の単身用と世帯用の障害者向け住宅を
供給するよう要請します。
●公的住宅だけでなく、民間住宅のバリアフリー化を推
進します。
●福祉関係団体や不動産関係団体等から構成される北区
居住支援協議会と連携し、住宅確保要配慮者の民間賃貸
住宅への入居の促進に努めます。

住宅課

【住宅課】
・「転居費用助成事業」の実績
　高齢者世帯10件、障害者世帯０件
・「三世代住宅建設助成事業」の実績
　決定件数 新築５件、リフォーム０件
・「住まい改修支援事業」の実績
　216件
・バリアフリーに配慮した整備基準及
び設計指針に基づき、仮称区営浮間四
丁目アパート及び仮称区営シルバーピ
ア栄町の基本・実施設計を行いまし
た。
・居住支援協議会
　総会１回（書面開催）

○

【住宅課】
・各事業について、引き続き実
施していきます。
・各事業の積極的なＰＲに努め
ていきます。
・バリアフリーに配慮した整備
基準及び設計指針に基づき、仮
称区営シルバーピア栄町の基
本・実施設計を行います。
・区と不動産関係団体及び東京
都指定の居住支援法人との、居
住支援に係る包括連携協定を締
結し、「高齢者等見守り・補償
サービス」の利用を促す助成事
業を開始します。

2 3

②　重度身体障害者（児）住宅設備改善費補助事業の実
施
●在宅の重度の身体障害者・障害児に、日常生活の便宜
を図るため、居住する家屋等の住宅設備の改善に要する
費用の補助金を交付します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・小規模住宅改修：9件
・中規模住宅改修：6件
・屋内移動設備（本体）：6件
・屋内移動設備（設置）：5件

△

【障害福祉課】
引き続き、重度の身体障害者
（児）の日常生活の便宜を図る
ため、居住する家屋等の住宅設
備の改善に要する費用を補助し
ていきます。

3 1

①　避難行動要支援者名簿の手引きの活用
●「避難行動要支援者名簿」を用いて避難支援を行う際
の参考となるよう、「避難行動要支援者名簿の手引き」
（以下、「手引き」という。）を作成、活用します。
●避難行動要支援者ごとに状態が異なることを踏まえ、
手引きを活用し、避難支援を行う際に留意すべき事項を
支援者等に対し広く周知します。

健康福祉課

【健康福祉課】
名簿を活用して避難支援をしていただ
く際の参考となるよう作成した「北区
避難行動要支援者名簿の手引き」（平
成29年度作成）について、希望する区
民に配布をしました。また、新任の民
生委員・児童委員にも配布し、啓発活
動を行いました。

△

【健康福祉課】
引き続き消防署、警察署、民
生・児童委員、高齢者あんしん
センター、自主防災組織といっ
た避難支援等関係者に対し、啓
発活動を行います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 1

②　通所施設等における災害時行動マニュアルの整備
●通所施設等において、災害時行動マニュアルを整備す
るとともに、地域と連携して防災訓練等を進めます。

障害者福祉セン
ター

子ども家庭支援セ
ンター

【障害者福祉センター】
通所施設別にマニュアルを作成済み。
防災訓練については、新型コロナウイ
ルス感染症のため中止。

【子ども発達支援センターさくらんぼ
園】
・さくらんぼ園は、年間２回（６月、
11月）火災や地震を想定した避難訓練
を計画していたが、６月については新
型コロナウイルス感染症の影響のため
実施できませんでした。11月は３密予
防対策や実施時間を短くする等の対策
を行い、火災を想定した一時避難所
（園庭）に避難する訓練を実施しまし
た。また、王子消防署の協力のもと、
職員・保護者向けの水消化訓練も同時
に行いました。
・洪水時の避難マニュアルを作成し、
担当課に提出しました。異動に伴い空
席となった防火管理者を選任し、変更
した消防計画を王子消防署に提出し、
防火対象物の特例認定を再度受けまし
た。

△

【障害者福祉センター】
マニュアルについては、随時実
態に即して改定を検討していき
ます。
防災訓練については、関係機
関、地元町会等と協議し、新型
コロナウイルス感染症の経過を
見ながら検討していきます。

【児童発達支援センター】
・新型コロナウイルス感染症を
考慮し、防災訓練を７月、11月
に実施します。
７月については、厨房からの火
災を想定した一時避難場所（中
庭）への避難訓練、職員・保護
者向けの消火訓練を行います。
11月については、王子消防署の
協力のもと、職員対象にAED研
修を実施します。
今後、風水害の避難も想定した
総合的な災害時行動マニュアル
の整備に取り組んでいきます。

33 / 60



北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 1

③　緊急時の情報提供に関する仕組みづくり
●東京消防庁が実施する「緊急ネット通報」（緊急通報
送信システム）の周知・普及に努めます。
●障害者・障害児が緊急時に周囲に支援を求めやすくす
るための「ヘルプカード」及び「救急医療情報キット」
を配付します。
●一人暮らしの重度身体障害者等に対して、緊急通報シ
ステム事業を実施します。
●区内で発生した「子どもが犯罪被害に遭う恐れのある
案件」等について、関係機関と連携をとりながら情報発
信します。

生活安全担当課

障害福祉課

【生活安全担当課】
区内で発生した「子どもが犯罪被害に
遭う恐れのある案件」等については、
北区区民情報メール登録者への情報配
信だけでなく、小学校・保育園などの
施設を所管する部署へもメール等によ
り情報を提供し、迅速な周知を行いま
した。
・北区区民情報メール
不審者情報の発信：36回
防犯情報の発信：330回

【障害福祉課】
・障害者福祉のしおり等において、緊
急ネット通報の周知を行いました。
・希望者に対して、ヘルプカード及び
救急医療情報キットの配布を行いまし
た。
・一人暮らし等の重度身体障害者等が
家庭内で緊急事態に陥ったとき、事業
者の受信センターに通報できるよう、
通報装置を貸与しました。
　利用者 25人

△

【生活安全担当課】
福祉作業所等の利用者へも速や
かに犯罪情報を提供できること
が望ましいので、今後も体制を
継続していきます。

【障害福祉課】
引き続き障害者の緊急時の通報
等を支援する制度やサービスの
利用促進に努めていきます。

3 1

④　「大規模水害を想定した避難行動支援計画」の策定
【新規】
●「東京都北区大規模水害を想定した避難行動の基本方
針」の区民への普及を図るとともに、大規模水害時の要
配慮者等の避難に対する支援計画をまとめます。

防災・危機管理課 ○

【防災・危機管理課】
大規模水害からの避難に課題が
ある者を分析・類型化し必要と
なる支援を整理した支援計画を
令和３年度から令和４年度にか
けて策定します。
策定にあたっては学識経験者を
交えた検討委員会や関係者によ
る専門部会を開催し、令和３・
４年度で合わせて９回程度の開
催を予定。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 2

①　避難行動要支援者名簿の作成
●災害時に支援を必要とする障害者について、本人の同
意に基づいた「避難行動要支援者名簿」を作成し、消防
署、警察署、民生・児童委員、高齢者あんしんセン
ター、自主防災組織に情報提供します。また、定期的に
関係機関共有名簿を更新します。
●名簿情報に基づき、障害者を対象とした避難支援に係
る「個別計画」の作成に着手します。

健康福祉課

障害福祉課

【健康福祉課】
・災害時に支援を必要とする障害者に
ついて、本人の同意に基づいた「避難
行動要支援者名簿（平常時）」を作成
し、消防署、警察署、民生・児童委
員、高齢者あんしんセンター、自主防
災組織へ情報提供を行いました。（令
和２年７月）
・引き続き、平常時から名簿情報の提
供に同意している要介護3～5の高齢者
を対象に「個別計画」の作成を実施。
　令和2年度実績
対象者　0名　作成済　10名
※新型コロナウイルス感染症の影響に
より新規の対象者は作成せず既存の対
象者分のみ作成したため、例年より実
績が減少しました。
・障害者を対象とした「個別計画」の
作成について検討。
・毎月名簿登録対象者を更新し、災害
時に最新の情報で支援を行えるよう体
制を整えています。

【障害福祉課】
関係課と連携し、登録者及び名簿登録
を希望する方へご案内を行いました。

○

【健康福祉課】
・継続して「避難行動要支援者
名簿」の更新を行うと同時に、
消防署、警察署、民生・児童委
員、高齢者あんしんセンター、
自主防災組織に最新の情報提供
を行います。
・障害者を対象とした「個別計
画」の作成を開始予定。
・出水期において災害が発生す
る恐れがある場合の名簿の活用
を検討。

【障害福祉課】
引き続き関係課と連携し、取組
みを推進します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 2

②　自主防災組織等との連携による支援体制の強化
●自主防災組織等との連携を図り、自主防災組織が実施
する避難訓練等を通じて要配慮者の把握を進めるなど、
発災時における支援体制の強化を図ります。
●自主防災組織が実施する避難訓練に手話通訳者を派遣
するなど、障害者の参加しやすい環境を整備します。
●避難行動要支援者名簿をもとに、自主防災組織等との
連携により、災害時に安否確認が実施できる体制を整備
します。

防災・危機管理課

地域防災担当課

【防災・危機管理課】
健康福祉課が作成した避難行動要支援
者登録名簿を区内の希望する自主防災
組織（町会・自治会）宛てに配付しま
した。

【地域防災担当課】
新型コロナウイルス感染症拡大や緊急
事態宣言の発令に伴い、区内における
防災訓練の多くが中止となったが、実
施できた訓練に対しては以下の点に努
めました。
・自主防災組織に対して、防災訓練は
地域に即した訓練を行うよう助言し、
要配慮者支援に配意した訓練指導を実
施しました。
・手話通訳者会と連携し、聴覚障害者
団体に対して地域の訓練への参加を促
しました。訓練参加時には手話通訳者
を派遣しました。

○

【防災・危機管理課）
・GIS（北区総合防災通信シス
テム）に要支援者の情報を落と
し込み、名簿配付の際に地図情
報も合わせて配付することで安
否確認の実施体制を拡充しま
す。
・名簿の活用に関するマニュア
ルを作成予定。

【地域防災担当課】
要配慮者の訓練参加について
は、引き続き自主防災組織との
連携を進め、多様な訓練の実施
に努めていきます。
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施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 2

③　災害時における障害者への情報提供及び支援の充実
●聴覚障害者に手話通訳者を派遣するなど、災害時の情
報提供拠点づくりを検討します。
●災害発生時には、ボランティアが迅速かつ円滑に活動
できるよう、「災害ボランティアセンター」を設置しま
す。
●防災気象情報メール配信サービスの利用を推進しま
す。
●聴覚障害者のいる世帯へ、気象や避難の情報を文字表
示できる戸別受信機を配付します。
●「コミュニケーション支援ボード」を作成し、避難所
での活用を検討します。

防災・危機管理課

障害福祉課

社会福祉協議会

【防災・危機管理課】
・水害対策の各種講座等で、気象情報
や避難情報を入手するために防災気象
情報メール配信サービスへの登録が有
効であることを説明するとともに、チ
ラシを配布し、登録利用を推進しまし
た。
・聴覚障害者のある手帳所持者（1～2
級）へ、気象情報や避難情報を文字表
示にて受信できる戸別受信機を配付す
るため、説明会を実施し、配付に向け
た調整を行いました。

【障害福祉課】
知的障害や聴覚障害のある方など話し
言葉で意思や状況を伝えるのが難しい
場合に、イラストや文字を指さして、
相手に伝えやすくする「コミュニケー
ション支援シート」を作成しました。

【社会福祉協議会】
大規模災害発生時に備え、社会福祉協
議会、北区市民活動推進機構（北区
NPOボランティアぷらざ）、北区の３
者共催で災害ボランティアセンターの
周知を目的とした講演会を予定してい
たが、新型コロナウイルス感染症の影
響で中止となりました。

○

【防災・危機管理課】
・防災気象情報メールと区民情
報メールの統合により、「北区
メールマガジン」としてリ
ニューアルした新たなメール配
信サービスの利用促進を図って
いきます。
・聴覚障害者のある手帳所持者
（1～2級）へ戸別受信機を配付
します。

【障害福祉課】
今後、「コミュニケーション支
援シート」の避難所での活用を
検討していきます。

【社会福祉協議会】
今後も実施予定
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施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

3 2

④　被災後の生活支援体制の整備
●障害者に配慮した避難所の整備、避難所運営訓練の実
施、備蓄物資の充実等、被災後の生活支援体制の整備に
努めます。
●特別な設備等が必要な障害者・障害児が避難できる福
祉避難所を整備します。

防災・危機管理課

健康福祉課

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【防災・危機管理課】
新型コロナウイルス感染症対策物資を
障害者福祉センターに執行委任の上配
備しました。

【健康福祉課】
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、施設内での施設職員向けの訓練実
施が困難であったことから、区職員の
福祉避難所への派遣を想定した区職員
向けの訓練を実施しました。
　訓練参加者：48名

【障害福祉課】
関係課と連携し、福祉避難所の開設に
向けた準備を進めました。

【障害者福祉センター】
福祉避難所開設に向け、受け入れ場所
の確保を行いました。

△

【防災・危機管理課】
現在配備中の物資の定期入替を
しつつ、必要な物資の追加につ
いて精査していきます。

【健康福祉課】
災害種別に応じた福祉避難所開
設の整理、検討を実施する予
定。

【障害福祉課】
引き続き関係課と連携し、取組
みを推進します。

【障害者福祉センター】
福祉避難所の開設運営に向け、
関係各課と課題解決に向け引き
続き協議を継続していき、必要
な物資については貸与を含め関
係各課と協議を継続します。

3 2

⑤　被災後の障害者の医療・医薬品の確保
●東京都、関係機関と連携し、被災後の医療、医薬品の
確保に取り組みます。

生活衛生課

【生活衛生課】
医療・医薬品の状況含む、被災状況を
把握するための東京都の広域災害救急
医療情報システム（EMIS)の定期訓練
に参加し災害時に対応できるように努
めています。 △

【生活衛生課】
東京都、医師会、薬剤師会及び
医療機関等と協力して被災状況
を把握し、医療提供の可否等に
ついて情報提供できるようにし
ていきます。

3 2

⑥　在宅人工呼吸器使用者向け災害時個別支援計画の作
成
●在宅で生活する人工呼吸器使用者の災害時の備えにつ
いて、本人、家族を含めた関係者間で個別支援計画を作
成します。
●在宅で生活する人工呼吸器使用者の東京電力パワーグ
リッド㈱の登録制度の利用促進を図ります。

障害福祉課

【障害福祉課】
・個別支援計画作成（33人/41人中）
・東京電力への登録者（45人）

△

【障害福祉課】
引き続き災害時個別支援計画の
作成を推進し、区内在宅人工呼
吸器使用者の在宅療養における
安全・安心を確保します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 1

①　障害者を対象とした生涯学習事業の充実
●障害者福祉センターにおいて、教養講座や創作活動等
の生涯学習に係る事業を充実します。
●講座修了者の自主グループ等による自発的な活動を支
援します。
●知的障害者を対象とした生涯学習事業について充実を
図ります。

障害者福祉セン
ター

生涯学習・学校地
域連携課

【障害者福祉センター】
・障害者趣味の講座開催
　パソコン、タブレット、陶芸、太極
拳、籐芸、絵手紙、コーラス、書道、
キーボード、健康体操、健康麻雀（中
止）の10講座　52回　参加人数422
人
・講座修了者による自主グループ活動
の支援。グループ数　７グループ。
・在宅の中軽度の知的障害者を対象と
し、生きがいつくり事業の一環として
ライフアップクラブを全28回実施。
※いずれも、緊急事態宣言中は中止と
しました。

【生涯学習・学校地域連携課】
区内の特別支援学級の卒業生を主な対
象として「あすか教室」を実施しまし
た。
年間３回、受講登録者数75名

△

【障害者福祉センター】
・障害者趣味の講座開催
　パソコン、タブレット、陶
芸、太極拳、籐芸、コーラス、
書道、キーボード、健康体操、
健康麻雀の10講座を予定。
・講座修了者による自主グルー
プ活動の支援。グループ数　６
グループを予定。
・在宅の中軽度の知的障害者を
対象とし、生きがいつくり事業
の一環としてライフアップクラ
ブを予定。
※緊急事態宣言とならない限
り、感染予防に最大限注意をし
て開催します。

【生涯学習・学校地域連携課】
区内の特別支援学級の卒業生を
主な対象として「あすか教室」
を開催します。

4 1

②　障害者の参加に配慮した生涯学習事業等の推進
●区で主催する生涯学習事業等において、手話通訳者等
の確保や車いすに配慮した会場づくりを行うとともに、
区内で開催される各種事業の主催者に対しても、障害者
が参加しやすい環境づくりを働きかけます。 生涯学習・学校地

域連携課

【生涯学習・学校地域連携課】
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、中止しました。

△

【生涯学習・学校地域連携課】
・主催事業において、障害者の
参加に対し手話通訳者等を確保
するなどの適切な対応に努めて
いきます。
・令和4年1月10日、成人の日
記念式典に手話通訳者の配置と
車いすに配慮した会場づくりを
行う予定です。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 1

③　図書館における障害者向けサービスの充実
●中央図書館において、音訳デイジー図書作成のための
録音室、対面音訳室、サポート室のさらなる活用を図り
ます。
●中央図書館において、拡大読書機や自動音訳機等の補
助機器のさらなる活用を図ります。
●中央図書館において、音訳及び点字資料の貸出を充実
します。
●来館が困難な障害者への貸出、宅配サービスを充実し
ます。
●対面音訳は、利用者のさまざまな要望に応えられるよ
うに、サービスを充実します。
●読むことが困難な方へのサービスを実施します。
●障害者団体を通じて、図書館での障害者サービスをＰ
Ｒし、図書館以外の区民施設（地域振興室等）の活用を
充実します。
●大活字本の充実を図るほか、ボランティアとの協働に
よる音訳デイジー図書及び点字図書の作成を充実しま
す。
●音訳者・点訳者養成講座を実施し、図書館でのボラン
ティア活動の充実を図ります。
●「見る」、「聞く」ことが困難な方と一般の方が一緒
に楽しめるバリアフリー映画会とバリアフリー朗読会
（手話通訳付き）を実施します。

中央図書館

【中央図書館】
対面音訳室利用状況
　128件　延べ251時間
サポート室利用状況
　113件　延べ233時間
拡大読書器　4台保有
音訳・点訳資料貸出利用状況
　延べ利用人数　2,675人
　音訳資料延べ貸出数　3,756巻
　点訳資料延べ貸出数　143冊
宅配サービス利用状況
　利用件数　66件　貸出数　409冊
対面音訳回数　203回
　地域振興室　4回
　文化センター　30回
　換気、衝立等コロナウイルス感染防
止に努め行いました。
大活字本所蔵数　6,369冊
音訳デイジー図書作成　5冊
点訳図書作成　5冊
音訳者養成講座　6回実施
 （コロナウイルスの影響により４回中
止）
点訳者養成講座　20回実施
バリアフリー朗読会　1回開催
（バリアフリー映画会はコロナウイル
スの影響により中止）

△

【中央図書館】
全ての事業において維持継続
令和3年度は、音訳者養成講座
10回、バリアフリー朗読会１
回、バリアフリー映画会３回開
催予定。

4 1

④　障害者の文化芸術活動の支援
●障害者の文化芸術活動の成果を発表する場である障害
者作品展等の充実を図ります。
●障害者による作品等を発表できる場を提供するなど、
障害者の文化芸術活動を支援します。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
関係課と連携し、障害のある方が創作
活動を行う団体等への作品等を発表で
きる場の提供や広報を行いました。

【障害者福祉センター】
・第38回北区障害者作品展は、新型コ
ロナウイルス感染予防のため中止。
・代替事業として、障害者週間の啓発
を目的に、有志団体による、キャップ
アートパネル、マスクカバーデザイン
募集をし、ノベルティグッズとして配
布しました。
　実施日　令和２年12月３日（木）～
18日（金）展示。参加団体　23団体

△

【障害福祉課】
関係課と連携し、障害のある方
の文化芸術の作品等の発表の機
会を確保するなど、障害者の文
化芸術活動を支援します。

【障害者福祉センター】
障害者作品展に関しては、感染
拡大予防に最大限注意を払い、
参加団体の意見も聞きながら、
新たな形で開催できるかを検討
中。昨年の代替事業等の経験も
踏まえて、できることを行って
いきたい。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 2

①　誰もが参加できるスポーツ環境づくりの推進
●ユニバーサルデザインの考え方を踏まえ、既存の区立
スポーツ施設の改修・新築にあわせ、バリアフリー化を
進めるなど、誰もが気軽に参加できるスポーツ環境づく
りを推進します。
●スポーツ施設の利用を促進するため、スポーツ関連施
設を含めた総合案内板を設置します。
●区内におけるスポーツ施設及びスポーツ施設までの経
路等の実態を把握・検証し、障害者がスポーツに参加し
やすい環境づくりを推進します。

スポーツ推進課

【スポーツ推進課】
桐ケ丘体育館の改築に向け、東京都福
祉のまちづくり条例及び東京都建築物
バリアフリー条例等に基づくバリアフ
リー化の検討を行いました。

△

【スポーツ推進課】
・北区バリアフリー基本構想等
の各種計画に基づき、引き続き
スポーツ施設のバリアフリー化
を推進します。
・桐ケ丘体育館の改築にあた
り、引き続き関係法令等に基づ
くバリアフリー化を検討しま
す。

4 2

②　障害者スポーツの推進
●東京都や東京都障害者総合スポーツセンターと情報を
共有し、北区の障害者スポーツ推進のための協力体制を
構築します。
●日本車いすフェンシング協会と連携し、通年の車いす
フェンシング教室を実施します。
●パラリンピック実施競技の普及啓発をはじめ、障害者
のスポーツ参加促進について検討します。
●障害者の健康づくりの視点から、「北区さくら体操」
をはじめとした手軽な運動の普及を図ります。 スポーツ推進課

東京オリンピッ
ク・パラリンピッ

ク担当課

健康推進課

【スポーツ推進課】
新型コロナウイルス感染症拡大防止に
より、東京都障害者総合スポーツセン
ターの運営も制限されていたため、情
報共有のみとなりました。

【東京オリンピック・パラリンピック
担当課】
日本車いすフェンシング協会と連携を
図り、ナショナルチームコーチらの指
導による通年の車いすフェンシング教
室を実施しました。

【健康推進課】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、北区さくら体操指導員（R3.3
時点91名）の講習会や保育園・イベン
ト等派遣を中止しました。
北区さくら体操は、立位での体操が困
難な方でも、イスに座りながら楽しく
体操ができるイス編も作成しており、
北区さくら体操のDVD映像の一部を北
区ホームページやYouTube北区公式
チャンネルで公開しました。

△

【スポーツ推進課】
新型コロナウイルス感染症収束
後は、引き続き東京都障害者総
合スポーツセンターと情報の共
有、イベント実施の協力を図っ
ていきます。

【東京オリンピック・パラリン
ピック担当課】
昨年度に引き続き、通年の車い
すフェンシング教室を実施して
いきます。

【健康推進課】
保育園・イベント等派遣は当面
中止を継続し、感染拡大状況を
注視しながら、再開を検討しま
す。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標２　住み慣れた地域で安心して暮らすために）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 2

③　障害者のスポーツ交流イベント
●障害のある人もない人も楽しめるスポーツイベントを
実施します。
●「北区ハートスポーツフェスタ」を、東京都障害者総
合スポーツセンター等と連携して開催します。
●ユニバーサルスポーツ体験会を開催します。

スポーツ推進課

東京オリンピッ
ク・パラリンピッ

ク担当課

【スポーツ推進課】
・障害の有無に関わらず楽しめるイベン
トとして、以下のイベントを実施。
①知的障害者サッカー教室（２回）
②障害者週間記念講演会
（テニスフェスティバルは新型コロナウ
イルス感染拡大に伴い中止）
・北区ハートスポーツフェスタは新型コ
ロナウイルス感染拡大に伴い中止。
・ユニバーサルスポーツ体験会は、新型
コロナウイルス感染拡大に伴い中止と
なった月もあるが、人数制限や広い会場
に変更して9回実施しました。

【東京オリンピック・パラリンピック担
当課】
スポーツボランティア養成講座を開催。
パラスポーツのブラインドサッカーや、
車いすバスケットボールを講師の指導の
もと、実際に体験することで、障害のあ
る人もない人も楽しめるスポーツイベン
トが開催できました。

△

【スポーツ推進課】
・障害の有無にかかわらず楽し
めるスポーツイベント、北区
ハートスポーツフェスタは、引
き続き関係団体と連携・協力し
て実施します。
・ユニバーサルスポーツ体験会
は、新型コロナウイルス感染が
収束するまでは、人数を制限し
て実施する。月１回（計12回）
開催予定。

【東京オリンピック・パラリン
ピック担当課】
東京2020大会を通し、パラリ
ンピック競技の普及や、障害の
有無に関わらず楽しめるスポー
ツイベントの実施に取り組みま
す。

4 2

④　障害者スポーツを支える人材の育成
●関係団体が実施する研修会及び講習会に、北区スポー
ツ推進委員が参加し、障害者スポーツの資質向上に努め
ます。
●第二ブロック合同で、区民を対象とした「初級障がい
者スポーツ指導員養成講習会」を実施します。

スポーツ推進課

東京オリンピッ
ク・パラリンピッ

ク担当課

【スポーツ推進課】
・関係団体が実施する多くの研修会
が、新型コロナウイルス感染症の影響
により中止となりました。
・スポーツ推進委員の３名が新たに初
級障がい者スポーツ指導員資格を取得
しました。
・北区が幹事区として実施した「初級
障がい者スポーツ指導員養成講習会」
では、22名が全課程を修了し、21名
が資格認定申請をしました。

【東京オリンピック・パラリンピック
担当課】
前年度に続き、障害者スポーツのアス
リートによる講演会やスポーツボラン
ティア養成講座を開催。スポーツボラ
ンティア同士の交流会や、障害者ス
ポーツの理解を深めるための講義等か
ら、現場で必要な実技を学びました。

△

【スポーツ推進課】
・引き続き各関係団体主催の研
修会に参加し、見識を深めま
す。
・今年度は、初級障がい者ス
ポーツ指導員養成講習会は台東
区が幹事区となります。

【東京オリンピック・パラリン
ピック担当課】
今年度もボランティア養成講座
において、障害者スポーツの理
解を深めるための講義や体験会
等を実施します。
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施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

4 2

⑤　通所施設における文化・スポーツ活動の推進
●区内の文化施設やスポーツ施設等を活用し、福祉園や
福祉工房、福祉作業所における文化・スポーツ活動の充
実を図ります。
●文化・スポーツ活動を通じ、各障害者福祉施設の利用
者間の相互交流の促進を図ります。

スポーツ推進課

障害者福祉セン
ター

【スポーツ推進課】
区内福祉施設の利用者に周知し、ユニ
バーサルスポーツ体験会への参加を促
進しました。

【障害者福祉センター】
障害者福祉センター生活介護事業の運
動会は６月を予定していたが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため中
止としました。

△

【スポーツ推進課】
引き続き、スポーツ活動の充実
を図っていきます。

【障害者福祉センター】
障害者福祉センター生活介護事
業の運動会は、新型コロナウイ
ルス感染症の感染防止の対策を
充分行って実施する方法の検討
を行います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

①　公共施設、建物等のバリアフリー化の推進
●新たに公共施設を整備する際は、誰もが使いやすいよ
うユニバーサルデザインの視点を踏まえます。
●既存施設を改修する際は、エレベーターを設置するな
ど、公共施設のバリアフリー化を推進します。

総務課

営繕課

健康福祉課

土木政策課

学校改築施設管理
課

【総務課】
第一庁舎東側入口階段の踏面の端部を
識別しやすく滑りにくい仕上げとしま
した。また、各庁舎の屋外通路部を安
全に歩行できるよう段差や凹凸を修繕
しました。

【営繕課】
施設管理課から執行委任を受け、公共
施設の新築及び改修に際してユニバー
サルデザインの視点を踏まえて設計・
工事を行いました。
（実施案件）
・（仮称）都の北学園新築実施設計
・滝野川小学校リフレッシュ改修工事
・仮称シルバーピア滝野川三丁目新築
工事
・その他

【健康福祉課】
東京都と協力し、ユニバーサルデザイ
ンの理念に基づくまちづくりを推進し
ました。
・点字ブロック等の点検・整備
・トイレの様式化

【土木政策課】
（仮称）赤羽台けやき公園Ⅱ期工事で
バリアフリー対応のトイレの整備を行
いました。

【学校改築施設管理課】
改築・リノベーション工事中の学校に
ついて、エレベーターの設置及びだれ
でもトイレの整備を進めています。
リフレッシュ改修工事により、滝野川
小学校では、だれでもトイレが整備さ
れました。

○

【総務課】
庁舎劣化対策工事の際に、施設
の段差の解消やトイレのユニ
バーサルデザインを推進しま
す。

【営繕課】
施設管理課から執行委任を受
け、公共施設の新築及び改修に
際してユニバーサルデザインの
視点を踏まえて設計・工事を進
めます。

【健康福祉課】
老朽化した区立特養の改修の機
会をとらえ、多機能便所の設置
等のバリアフリー化を図りま
す。
東京都と協力し、ユニバーサル
デザインの理念に基づくバリア
フリー化の整備を促進させ、ま
ちづくりの推進を図ります。

【土木政策課】
引き続き公共施設の整備・改修
をする際には、ユニバーサルデ
ザインの視点を踏まえるなど、
バリアフリー化を推進します。

【学校改築施設管理課】
改築校においては、引き続き、
エレベーターの設置及びだれで
もトイレ等の整備を推進しま
す。
新たなリノベーション事業によ
り、エレベーターの設置やだれ
でもトイレ等を整備していきま
す。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

②　民間施設、建物等のバリアフリー化の推進
●「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律」、「東京都福祉のまちづくり条例」、「北区の共
同住宅等に関する福祉のまちづくり整備要綱」に基づ
き、民間事業者に対して、窓口における事前相談時及び
確認審査時に建築物のバリアフリー化を要請します。 健康福祉課

建築課

【健康福祉課】
「東京都まちづくり条例」、「北区の
共同住宅等に関する福祉のまちづくり
整備要綱」に基づき、民間事業者に対
して、建築物のバリアフリー化を要請
しました。
相談件数　156件
事前協議数　64件

【建築課】
窓口における事前相談時及び確認審査
時にバリアフリー化を要請しました。

△

【健康福祉課】
引き続き、「東京都まちづくり
条例」、「北区の共同住宅等に
関する福祉のまちづくり整備要
綱」に基づき、民間事業者に対
して、建築物のバリアフリー化
を要請します。

【建築課】
引き続き窓口における事前相談
時及び確認審査時にバリアフ
リー化を要請します。

1 1

③　交通バリアフリー化の推進
●北区バリアフリー基本構想及び地区別構想に基づき、
鉄道駅と生活関連施設等を結ぶ生活関連経路のバリアフ
リー化を推進します。
●路線バスへの超低床式バスの導入促進について、事業
者等へ要請します。
●民間リフト付きタクシーの運行台数の増加等につい
て、関係機関及び事業者等へ要請します。
●視覚障害者のために音声信号機の設置を要望します。

障害福祉課

都市計画課

土木政策課

施設管理課

道路公園課

【障害福祉課】
視覚障害者の利用頻度が高い場所に優先
的に音声信号機が設置されるよう、必要
に応じて要望を行っています。

【都市計画課】
「北区交通バリアフリー基本構想」の成
果や課題を踏まえたスパイラルアップを
図り、より重点的かつ一体的なバリアフ
リー化を推進するため、通称「バリアフ
リー新法」に基づき、新たに策定した基
本構想及び地区別構想（赤羽・王子・滝
野川）の推進に向けた協議会活動を実施
しました。また、事業進捗状況（赤羽地
区・滝野川地区）の把握及び改善検討を
行いました。

【土木政策課】
板橋駅周辺のバリアフリーについては、
板橋駅前広場整備（Ⅱ期）工事及び豊北
５号のバリアフリー化工事を行いまし
た。

【施設管理課】
路線バス事業者に対して、超低床式バス
の導入を促進するよう要請しました。

【道路公園課】
歩道の凸凹の補修、点字ブロックの新設
及び補修等を随時実施しました。

△

【障害福祉課】
交通バリアフリー化の推進に向
けて、必要な要望を行います。

【都市計画課】
バリアフリー化を総合的・計画
的に推進するため、推進協議会
により事業進捗状況の把握及び
改善検討を進めます。

【土木政策課】
今後、駅周辺整備をする際に
は、北区バリアフリー基本構想
に基づき、交通バリアフリー化
を推進します。

【施設管理課】
引き続き老朽化に伴う車両の更
新時は、原則すべて超低床式バ
スとしており、引き続き、路線
バス事業者に対して更なる促進
を要請していきます。

【道路公園課】
引き続き、歩道の凸凹の補修、
点字ブロックの新設及び補修等
を実施します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

④　バリアフリー基本構想の推進
●「高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律」に基づき、高齢者や障害者等の移動上及び施設の
利用上の利便性や安全性の向上を図るため、バリアフ
リー基本構想を推進します。
●バリアフリー化の計画的な推進を図るため、北区バリ
アフリー基本構想推進協議会において、事業の進捗状況
の把握及び改善検討を進めます。

都市計画課

【都市計画課】
「北区交通バリアフリー基本構想」の
成果や課題を踏まえたスパイラルアッ
プを図り、より重点的かつ一体的なバ
リアフリー化を推進するため、通称
「バリアフリー新法」に基づき、新た
に策定した基本構想及び地区別構想
（赤羽・王子・滝野川）の推進に向け
た協議会活動を実施しました。
また、事業進捗状況（赤羽地区・滝野
川地区）の把握及び改善検討を行いま
した。

△

【都市計画課】
バリアフリー化を総合的・計画
的に推進するため、推進協議会
により事業進捗状況の把握及び
改善検討を進めます。

1 1

⑤　福祉のまちづくりへの理解の推進
●バリアフリーやユニバーサルデザインについて、区民
や事業者への周知・啓発活動を強化し、福祉のまちづく
りへの理解を推進します。
●「身体障害者補助犬法」をＰＲし、店舗、飲食店、ホ
テル等の民間建物への補助犬の受け入れを促進します。
●障害者差別解消法について、普及啓発を図ります。

健康福祉課

障害福祉課

【健康福祉課】
施設を管理する関係各課と連携し、都
の「ユニバーサルデザインのまちづく
り緊急推進事業」、「北区の共同住宅
等に関する福祉のまちづくり整備要
綱」などに基づき、亊業者に対して、
施設利用者の視点に立ったバリアフ
リー化を要請しました。

【障害福祉課】
・障害理解のためのハンドブック「み
んなが笑顔になるために」を区立小学
校５年生に配布した。配布部数 2,095
部。
・障害者福祉のしおりにおいて、「ほ
じょ犬マーク」をはじめ、障害に関す
るシンボルマークの普及啓発を行って
います。

△

【健康福祉課】
「居住環境整備指導要綱」、
「北区の共同住宅等に関する福
祉のまちづくり整備要綱」に基
づき、事業者に対して、引き続
きバリアフリー化を要請しま
す。

【障害福祉課】
引き続き区民の障害に対する理
解を促進するための取組みを行
います。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 1

⑥　移送サービスの実施
●北区社会福祉協議会のハンディキャブ貸出事業に対
し、補助を行います。
●リフト付き介護タクシーの利用支援を図ります。

健康福祉課

障害福祉課

社会福祉協議会

【健康福祉課】
ハンディキャブ運行事業に対し、車両
維持（車検及び保険料等）に関する補
助を行っています。

【障害福祉課】
区が契約した、車いすや寝台車のまま
乗車できるリフト付タクシーについ
て、周知及び利用の支援を行っていま
す。

【社会福祉協議会】
ハンディキャブ貸出事業
利用会員登録数　24件、貸出件数
110件
走行距離　7,295km

△

【健康福祉課】
継続して補助を行っていきま
す。

【障害福祉課】
引き続き介護タクシーの利用支
援を図ります。

【社会福祉協議会】
今後も実施予定
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 2

①　区の刊行物等における障害者等への配慮
●北区ニュース、区議会だより等、区の刊行物につい
て、点字版、音声版等の作成を進めるとともに、読みや
すさ、色等に配慮します。
●障害者や高齢者に配慮し、できるだけ適切な活字の大
きさにし、ふりがな表記やわかりやすい表現の使用に努
めます。
●視覚障害者への公的な郵便物について、発信元等の点
字表示を推進します。

広報課

障害福祉課

区議会事務局

各課

【広報課】
・北区ニュース
　点字版、声の広報（テープ版・デイ
ジー版）を製作し配布しました。また、
ホームページに声の広報MP3版を掲載し
ました。
　文字についてはユニバーサルフォント
を使用しています。
点字版　20人＋４施設　延べ配布数
877部
テープ版　13人＋２施設　延べ配布数
515部
デイジー版　26人＋２施設　延べ配布
数913部
・北区くらしのガイド（隔年発行）
デイジー版を作成しました。

【障害福祉課】
・「障害者福祉のしおり」の音訳版、
「障害者計画2021」の点字版、音訳版
を作成し、視覚障害者の情報バリアフ
リーを推進しました。
・視覚障害者への郵便物について、各課
と連携し、発信元等の点字表示を推進し
ました。

【区議会事務局】
くぎかいだより点字版・テープ版及びデ
イジー版を作成。また、区議会ホーム
ページにも音声ファイル（MP3）を掲
載。

△

【広報課】
・北区ニュース
　点字版及び声の広報の発行を
継続するとともに、より見やす
く、読みやすい広報紙を発行し
ていきます。
・北区くらしのガイド
　隔年発行のため、令和４年度
の発行の際は、デイジー版作成
を行います。

【障害福祉課】
引き続き区の刊行物等における
情報バリアフリーの取組みを推
進します。

【区議会事務局】
くぎかいだより点字版・テープ
版及びデイジー版の作成を継続

1 2

②　障害者に配慮した案内表示の整備
●公共施設内の案内表示板の大型化・文字の大型化等、
障害者の利用に配慮した案内表示の整備を進めます。

総務課

営繕課

【総務課】
第一庁舎東側・中央の階段室とホール
等の照明器具をLED化し、案内板や記
載台が見やすくなるよう十分な明るさ
としました。

【営繕課】
施設管理課から執行委任を受け、公共
施設の新築に際して障害者の利用に配
慮した案内表示の設計・工事を行いま
した。
（実施案件）
・（仮称）都の北学園新築実施設計

○

【総務課】
施設改修時にはカラーユニバー
サルデザイン及び大型ピクトサ
イン等を積極的に採用します。

【営繕課】
施設管理課から執行委任を受
け、公共施設の新築に際して障
害者の利用に配慮した案内表示
の設計・工事を進めます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

○

【広報課】
・区の公式ホームページは、引
続き、文字の拡大、文字色・背
景色の切り替え、読み上げ機能
の設定等のバリアフリー対応を
実施し、障害者に配慮した情報
提供、情報交流を推進します。
・緊急情報、区政情報を、適時
適切に配信出来るよう、必要な
媒体を維持しつつ、新たな情報
提供方法についても鋭意検討し
ます。

【情報政策課】
事業内容に合致した電子申請
サービスを活用し、電子申請可
能な手続きを拡充します。

【区議会事務局】
・音声文字変換システム入りタ
ブレットの貸し出しの継続
・手話通訳を希望する傍聴者へ
の案内を引き続き区議会ホーム
ページに掲載

1 2

③　ＩＣＴを活用した情報提供・情報交流の促進
●区の公式ホームページは、文字の拡大、文字色・背景
色の切り替え、読み上げ機能の設定等のバリアフリー対
応を実施し、障害者に配慮した情報提供・情報交流を推
進します。
●電子申請等ＩＣＴの更なる活用により、行政手続きに
おける利便性の向上を図ります。
●各課と連携して、緊急情報・区政情報をメールやＳＮ
Ｓで配信し、適時適切な情報提供に努めます。
●区議会の傍聴者へ音声文字変換システム入りタブレッ
トを貸し出します。

広報課

情報政策課

区議会事務局

【広報課】
・新たな情報提供ツールとして、令和
２年10月から「北区LINE公式アカウ
ント」を開設し、適時適切な配信を実
施しています。

【情報政策課】
現在、北区の電子申請は、マイナポー
タルの「ぴったりサービス」と「東京
共同電子申請・届出サービス」を利用
しており、業務内容に応じて利用しや
すいサービスを選択しています。当該
年度の事業の実施状況にもよるが、令
和２年度はぴったりサービスが14手続
き、東京共同電子申請・届出サービス
17手続きの合計31手続きで利用可能
となっています。なお、令和２年度は
特別定額給付金の電子申請で「ぴった
りサービス」を利用しているため、実
績数が大幅に増加しました。
・ぴったりサービス　11,642件／年
度
（うち11,546が特別定額給付金）
・東京共同電子申請・届出サービス
6,096件／年度

【区議会事務局】
・平成27年度より、議会の会議等にお
いて、聴覚障害のある傍聴者へ音声文
字変換システム入りタブレットの貸し
出しを開始
・平成28年度より、手話通訳を希望す
る傍聴者への案内を区議会ホームペー
ジに掲載
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

1 2

④　選挙における障害者等への配慮
●投票所において、投票しやすい環境の整備に努めま
す。
●郵便等投票による不在者投票を実施します。
●心身の故障その他の事由で字を書くことが困難な方に
対して、代理投票を実施します。
●視覚の不自由な方が点字投票をできるよう、点字版の
氏名等一覧や点字器を各投票所に備え付けます。
●希望者に選挙公報の概要版（点字版、音声版）を配付
します。
●選挙のお知らせ（入場整理券）に点字シールを貼り付
け、選挙の周知に努めます。

選挙管理委員会事
務局

【選挙管理委員会事務局】
令和２年７月執行の東京都知事選挙・
東京都議会議員補欠選挙においても、
投票所に障害者への配慮として以下の
環境整備を行いました。
・スロープの設置
・車いすの提供、職員による介助
・車いす用記載台の設置
・コミュニケーションボードによる案
内
・職員による代理記載の対応
・選挙のお知らせ点字シールの貼付
・点字器の設置、点字投票の対応
・投票箱への点字シール貼付
・点字版氏名等一覧・選挙公報の備え
付け
・ルーペ、老眼鏡、文鎮の備え付け
・筆談ボードの備え付け
　また、郵便等投票による不在者投票
についても実施。障害者に向けて広く
選挙啓発、周知を行いました。

△

【選挙管理委員会事務局】
令和3年7月執行の東京都議会議
員選挙においても令和2年度と
同様に障害者に向けた環境整備
を行い、引き続き選挙啓発に努
めます。
また、従事者への説明会におい
ても配慮を行う旨繰り返しアナ
ウンスを行っていきます。

1 2

⑤　障害者差別解消法の規定に基づいた職員対応要綱の
遵守
●職員は、「東京都北区職員の障害を理由とする差別の
解消の推進に関する対応要綱」を遵守します。
●職員の障害に対する理解促進を図るため、障害者差別
解消法に関する研修等を実施します。
●職員ハンドブックの配付等により、障害のある方へ適
切に対応するための意識啓発を図ります。

職員課

障害福祉課

【職員課】
係長級以上の職員、係長昇任予定者、
新規採用職員を対象に障害者差別解消
法の理解を深める研修を実施
係長昇任前研修　計１回　46名
新規採用職員　　計３回　136名

【障害福祉課】
「北区障害者差別解消法職員ハンド
ブック」を作成・配布し、新規採用職
員等に対して障害への理解促進を図る
ための研修を実施しました。

△

【職員課】
係長昇任予定者、新規採用職員
を対象に引き続き障害者差別解
消法に関する研修を実施予定

【障害福祉課】
北区職員が障害のある方に対し
て必要かつ合理的な配慮を行え
るよう、引き続き職員の意識啓
発を図ります。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 1

①　情報通信機器等の活用の促進
●障害者向けＩＴ講習会の充実を図るとともに、障害に
合った情報機器類やソフトウエアの普及を推進します。
●視覚障害者用活字文書読み上げ装置等、コミュニケー
ション手段にかかる福祉機器について、最新情報の収
集・提供に努めます。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
福祉機器の情報収集に努めるととも
に、必要に応じて障害のある方へ情報
提供を行いました。

【障害者福祉センター】
・タブレット講座（肢体不自由者向
け、視覚障害者向け）を設けていま
す。
※緊急事態宣言中は中止としました
が、延べ５回25名の参加がありまし
た。

○

【障害福祉課】
引き続きコミュニケーション手
段にかかる福祉機器について、
情報収集・提供に努めます。

【障害者福祉センター】
・パソコン講座から、タブレッ
ト講座に切替えて３年目となり
ます。今年度も前半の講座が緊
急事態宣言中と重なり、所定の
回数が開催できませんでした。
・今後ニーズの高い分野と思わ
れるため、開催方法等を含め
て、障害別のニーズを模索して
いきます。

2 1

②　福祉ボランティアの活動の支援
●手話通訳、点訳、朗読の福祉ボランティアが活動でき
る場を提供するなど、ボランティア活動への支援を行う
とともに、福祉ボランティア活動の普及に努めます。

地域振興課

障害者福祉セン
ター

【地域振興課】
ＮＰＯ・ボランティアぷらざ（以下
「ぷらざ」と言う。）において、福祉
ボランティアが活動する場、機材の貸
し出し、情報の受発信などを行い、そ
の活動支援、活動普及に取り組んでい
ます。

【障害者福祉センター】
・イベントや交流事業が中止となって
しまい、福祉ボランティアの活動する
場面がありませんでした。
・手話講習会にもボランティア育成講
座があるが、令和2年度は中止となっ
てしまいました。
・点訳ボランティアに関しては、各種
通知を視覚障害者団体に送付する機会
に、依頼しています。

△

【地域振興課】
ぷらざへの登録促進を図るとと
もに引き続き福祉ボランティア
の活動支援、活動普及を進めま
す。現在、ぷらざに登録してい
る保健・医療・福祉関係の団体
は50団体となっています。

【障害者福祉センター】
・障害者作品展に関しては感染
予防の観点から見直しが求めら
れているため検討中。
・手話講習会（ボランティア育
成講座）については、緊急事態
宣言明けの6/21より開始して
います。
・点訳ボランティアは、視覚障
害者向けに、会議等の資料作成
を依頼しています。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 1

③　意思疎通支援事業の実施
●障害者の意思疎通を仲介するための意思疎通支援事業
の実施・充実を図ります。
●区が実施する講演会やシンポジウム等については、手
話通訳者等を派遣し、参加者の円滑な意思疎通を支援し
ます。
●手話通訳者研修を充実し、通訳者の質の向上を図りま
す。
●「東京都北区手話言語の確立及び障害の特性に応じた
意思疎通の支援に関する条例」の普及啓発を図ります。
●感染症等により、手話通訳者の派遣が困難な状況にお
いて、聴覚障害者の意思疎通の手段を確保できるよう、
遠隔手話通訳サービスを実施します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・手話通訳者等の派遣により、聴覚障
害者の意思疎通の円滑化を図りまし
た。また、登録手話通訳者の技能向上
のため、研修会を開催しました。
　手話通訳者、要約筆記派遣件数
　2,339件
　登録手話通訳者研修会 ２回
・条例のポイントや手話などの障害の
特性に応じた意思疎通の支援の方法な
どを紹介するリーフレットを作成、配
布しました。配布数4,716部
・条例を手話で紹介するミニ動画を作
成し、ホームページで公開しました。

△

【障害福祉課】
引き続き意思疎通支援事業の実
施・充実を図るとともに、イベ
ントの機会等を活用し、条例の
普及啓発に努めます。

2 1

④　手話講習会の実施
●手話講習会において、初級、中級、通訳者養成コース
を実施し、手話通訳者及びボランティアを育成します。

障害者福祉センター

【障害者福祉センター】
・手話講習会では、①ボランティア養
成コース（初級・中級）、②手話通訳
者養成コース(基礎・応用）の各コース
昼と夜のクラスを設けています。しか
し、令和２年度は新型コロナウイルス
感染拡大予防のため、全コース中止と
しました。
令和元年度に在籍していた人で、令和
２年度末の北区手話通訳者の試験に合
格した方は３名。

△

【障害者福祉センター】
・手話講習会に関しては、感染
予防に最大限注意をし、緊急事
態宣言の状況を判断しながら、
基礎・応用のクラスは６/7か
ら、初級・中級のクラスは
6/21から開始しました。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 2

①　障害者と地域の相互交流の推進
●町会・自治会が主催する地域行事や地域活動への障害
者の積極的な参加を進めます。
●障害者福祉施設の地元開放を進めるとともに、施設が
実施している地域行事や季節行事等の充実を図ります。
●青少年地区委員会活動等への障害者・障害児の参加促
進に努めます。

地域振興課

障害者福祉セン
ター

生涯学習・学校地
域連携課

【地域振興課】
共催事業である「北区ふるさと区民ま
つり」は、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止となりました。

【障害者福祉センター】
・講座で作成した作品及び自主グルー
プが作成した作品を、館内に順次常設
展示しています。
・各講座・グループの作品と活動紹介
を同時に展示発表する、ライフワーク
展を２月に１週間開催し、地域住民に
公開予定だったが、令和２年度は新型
コロナウイルス感染拡大予防のため中
止としました。
・例年、夏やこの時期に地域住民向け
の体験講座を実施し、相互交流の機会
を設けていたが、中止となりました。
・障害者福祉センター生活介護事業利
用者と地域住民との交流による障害福
祉への理解を広げるため、また利用者
の社会参加、社会経験の拡大のため実
施している「交流コンサート」を年間
10回予定していたが、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止のため中止とし
ました。

【生涯学習・学校地域連携課】
障害者と地域の相互交流の推進
・町会・自治会が主催する地域行事や
地域活動への障害者の積極的な参加を
進めました。
・障害者福祉施設の地元開放を進める
とともに、施設が実施している地域行
事や季節行事等の充実を図りました。
・青少年地区委員会活動等への障害者
（児）の参加促進に努めました。

△

【地域振興課】
令和３年度も新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため「ふるさ
と北区 区民まつり」は中止と
なったが、引き続き障害者と地
域の相互交流の推進を進めま
す。

【障害者福祉センター】
・講座で作成した作品や自主グ
ループの作品は、館内に順次常
設展示を行っていきます。
・作品展示を中心とするライフ
ワーク展は2月に行う予定。
・区民向けの体験講座は、感染
拡大予防に最大限注意し、７
/30に子ども陶芸教室を行う予
定。
・「交流コンサート」は、新型
コロナウイルス感染症の拡大防
止の観点から開催の可否を判断
します。

【生涯学習・学校地域連携課】
障害者（児）の参加について
は、引き続き行事の内容を踏ま
えつつ、個別に受け入れ・サ
ポートを図ることで参加促進に
努めていきます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 2

②　障害者のボランティア活動等への参加促進
●防災活動等の地域のボランティア活動への参加を支援
します。
●通所施設等が地域のリサイクル活動として実施してい
る集団回収事業を引き続き支援します。

地域振興課

北区清掃事務所

【地域振興課】
障害者の参加を予定している地域ボラ
ンティアがあれば、「ぷらざ通信」や
「みにきたＷeb」などを通じて、障害
者の地域ボランティアへの参加の呼び
かけを行っています。

【北区清掃事務所】
リサイクル活動の一環である集団回収
の登録団体へ報奨金を支給しており、
団体の一部に障害者団体が登録してい
ます。

△

【地域振興課】
ぷらざへの登録促進を図るとと
もに引き続き福祉ボランティア
の活動支援、活動普及を進めま
す。現在、ぷらざに登録してい
る保健・医療・福祉関係の団体
は50団体となっています。

【北区清掃事務所】
今後も引き続き集団回収事業
（団体の一部に障害者団体が登
録）を支援していきます。

2 3

①　障害理解のための広報活動の推進
●区が発行する広報紙、情報誌、パンフレット等を活用
し、障害及び障害者に関する理解を促進します。
●学校、障害者福祉施設等との連携を図り、「障害者週
間」を中心に障害理解のための広報活動を多様なメディ
アを活用して総合的に実施します。

広報課

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【広報課】
・12月３日～９日の障害者週間の事業
や障害者への配慮について11月10日
号の１面で掲載し、区民の参加や理解
の促進に努めました。

【障害福祉課】
・「東京都北区手話言語の確立及び障
害の特性に応じた意思疎通の支援に関
する条例」のポイントや手話などの障
害の特性に応じた意思疎通の支援の方
法などを紹介するリーフレットを作
成、配布しました。配布数4,716部
・条例を手話で紹介するミニ動画を作
成し、ホームページで公開しました。

【障害者福祉センター】
・障害者作品展は中止となったが、障
害者週間を啓発する記事を、北区
ニュースへ掲載しました。
・また、作品展の代替事業として、障
害者週間啓発を目的に、キャップアー
トパネル展示とマスクカバーデザイン
募集をしてノベルティグッズとして配
布しました。
・高次脳機能障害者の理解・啓発を目
的として介護事業者向けと区民向けの
講演会を２回開催しました。
　参加者55人

△

【広報課】
令和３年度も引き続き、障害者
週間における北区ニュースでの
集中広報及び各定期号での障害
者理解を深める広報活動に努め
ていきます。

【障害福祉課】
引き続き多様な媒体を活用し、
障害及び障害者に関する理解促
進に努めます。

【障害者福祉センター】
・引き続き、作品展やライフ
ワーク展などのイベントの機会
を捉えて、北区ニュース、公共
施設へのポスター・パンフレッ
トの配布、区ホームページ等へ
の情報配信等を行います。
・高次脳機能障害者の関係で
は、介護事業者向けと家族向け
の講演会を２回（９月、３月）
行う予定。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 3

②　障害者の差別を解消するための取組　【新規】
●障害を理由とする差別の解消に向けて、障害者差別解
消法の理解のための講演会や映画上映会等を開催しま
す。
●障害者や関係者、事業者から障害者差別に関する相談
を受け付け、必要な支援を行います。

障害福祉課 △

【障害福祉課】
・障害者差別解消法の普及啓発
のため、区民を対象とした講演
会や映画上映会の開催に努めま
す。
・相談窓口（５か所）におい
て、障害者差別に関する相談に
対して助言等を行い、相談事例
の共有・検討に努めます。

2 3

③　ヘルプカードの普及促進
●障害者・障害児が周囲に支援を求めやすくするための
「ヘルプカード」を配付します。
●「ヘルプカード」を広く地域住民に知ってもらうこと
により、障害者への理解を促進します。

障害福祉課

【障害福祉課】
・障害相談係の窓口で希望者に配布を
行いました。
・区のホームページ等で、ヘルプカー
ドの趣旨について普及啓発を行ってい
ます。

△

【障害福祉課】
引き続き障害相談係の窓口でヘ
ルプカードの配布を行うととも
に、普及促進を図っていきま
す。

2 3

④　講座や障害者作品展を通じた障害理解の推進
●障害者作品展や講演、講座の開催を通じ、障害理解を
促進します。
●ＮＰＯ・ボランティアぷらざにおける「夏！体験ボラ
ンティア」や「ファーストステップ（ボランティア活動
入門講座）」等を活用し、障害理解の促進を図ります。

地域振興課

障害者福祉セン
ター

【地域振興課】
「夏！体験ボランティア」による、障
害者施設へのボランティア体験活動
や、「ファーストステップ」等を通じ
て障害者理解を進めています。

【障害者福祉センター】
・第38回北区障害者作品展は、新型コ
ロナウイルス感染予防のため中止。
・代替事業として、障害者週間の啓発
を目的に、有志団体による、キャップ
アートパネル、マスクカバーデザイン
募集をし、ノベルティグッズとして配
布しました。
　実施日　令和２年12月３日（木）～
18日（金）展示。参加団体　23団体

△

【地域振興課】
引き続き、障害者理解の促進を
図っていきます。

【障害者福祉センター】
・障害者作品展に関しては、従
来の形では開催が難しいと判断
し、従来行っていた体験コー
ナー等は中止と考えています。
・区民向けの7/30子ども陶芸
講座や２月の籐芸講座に関して
は、自主グループの協力を得て
開催予定。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 3

⑤　公共施設内への障害者の店の設置促進
●公共施設内への障害者の店（作品販売、喫茶等）の設
置を促進し、地域におけるふれあいの拠点づくりを進め
ます。

障害福祉課

障害者福祉セン
ター

【障害福祉課】
・例年、自主製品合同販売会（ふれあ
いマルシェ）を開催していますが、令
和２年度は新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため中止となりまし
た。

【障害者福祉センター】
障害者福祉センターの喫茶・談話ス
ペースにて、障害者団体による喫茶
コーナーの運営を継続しています。

△

【障害福祉課】
引き続き障害者週間等のイベン
トに合わせて、自主製品合同販
売会（ふれあいマルシェ）を開
催します。

【障害者福祉センター】
引き続きスペースを提供し、地
域の拠点となるよう内容充実に
向けた支援を行います。

2 3

⑥　人権擁護に関する意識の啓発
●障害者の権利擁護に関する意識の向上に向けて、さま
ざまな啓発事業の充実と障害理解の促進を図ります。
●福祉に携わる職員等を対象に、障害者の権利擁護に関
する研修を充実します。

障害福祉課

多様性社会推進課

【障害福祉課】
・高齢福祉課と共催で、区職員、相談
支援専門員、施設従事者等を対象に、
虐待防止啓発講演会を開催していま
す。2年度は中止。
・障害者地域自立生活支援室で成年後
見制度講座を開催しました。

【多様性社会推進課】
障害者の権利擁護を含め、広く人権意
識の向上を図るため、人権週間記念事
業開催時に、人権啓発冊子を来場者全
員に配布しました。

△

【障害福祉課】
引き続き福祉に携わる職員等を
対象とした講演会等を開催し、
虐待防止・権利擁護の推進を図
ります。

【多様性社会推進課】
引き続き、障害者の権利擁護を
含め、広く人権意識の向上を図
るため、啓発事業の実施及び啓
発冊子等の配付を行います。

2 4

①　交流教育・副籍制度の充実
●区立小・中学校における特別支援学級（知的障害学
級、自閉症・情緒障害学級）と通常の学級との交流及び
共同学習の充実を図ります。
●区立小・中学校と都立特別支援学校との交流事業の充
実を図ります。
●都立特別支援学校の小学部・中学部に在籍する児童・
生徒が、居住する地域の小・中学校に副次的な籍（副
籍）をもち、継続的な交流を通じて、居住する地域の中
で、障害のない児童・生徒との相互理解につながり、豊
かな心を育んでいくことを目指します。

教育総合相談セン
ター

【教育総合相談センター】
・各小・中学校の特別支援学級に在籍
する児童・生徒一人ひとりの教育的
ニーズに応じて、通常の学級での総合
的な学習の時間等を活用し、交流及び
共同学習を実施しました。
　小学校9校・延べ総日数2,068日
　中学校5校・延べ総日数　908日
・都立特別支援学校の小学部･中学部に
在籍する児童生徒が、北区内にある居
住地の学校に副次的な籍（副籍）を置
き、学校便りの交換や行事等への参加
などの交流を行い、地域との継続的な
関わりを築けるように取り組みまし
た。
(小学校)間接交流47人・直接交流36人
(中学校)間接交流26人・直接交流12人

△

【教育総合相談センター】
・共生社会の形成に向けた視点
から交流及び共同学習の充実に
取り組んでいきます。
・都立特別支援学校と連携を図
り、区内小・中学校での交流教
育への取り組みをさらに充実し
た内容とするために検討してい
きます。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 4

②　体験ボランティア活動の実施
●中学校、高等学校の生徒を中心に、障害者福祉施設や
特別支援学校における体験ボランティア活動を実施しま
す。

地域振興課

【地域振興課】
「夏！体験ボランティア」（参加人数
109名）や「やってみよう！ボラン
ティア活動」、都立高校の奉仕活動体
験を通じてボランティア活動の実施、
促進を進めています。

△

【地域振興課】
引き続き、障害者理解の促進を
図っていきます。

2 4

③　特別支援教育への理解・啓発の充実
●幼稚園、小・中学校教諭に対する障害を理解するため
の研修の充実に努め、特別支援教育の向上を図ります。
●特別支援教育への正しい理解と啓発を図っていくため
の保護者・地域及び全教職員向けのリーフレットの作
成・配布を行います。
●特別支援教育への理解・啓発のための図書を購入し、
各小・中学校へ配布します。

教育総合相談セン
ター

【教育総合相談センター】
・区内幼稚園、小・中学校教員（初級
は初年次、また初級を受けたことがな
い教員、中級は初級を受けたことがあ
る教員）への障害を理解するための研
修を実施しました。
   教育相談研修
　（初級５回）※中級は中止としまし
た。
・「北区の特別支援教育」のリーフ
レットを作成し、小・中学校の在籍す
る児童・生徒の保護者及び学校への配
布を行い、理解・周知を行いました。

△

【教育総合相談センター】
・区内の幼稚園を含めた小・中
学校の特別支援教育への理解・
啓発のために、さらに教育相談
研修の充実を図っていきます。
・「第三次北区特別支援教育推
進計画」に基づいた特別支援教
育や合理的配慮、基礎的環境整
備に関する理解と啓発を図るた
めのリーフレット等を作成しま
す。
・特別支援教育への理解・啓発
のための図書を購入し、各小・
中学校へ配布します。
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北区障害者計画２０２１進捗状況調査結果　（基本目標３　ともに支え合う地域社会をめざして）

施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 4

④　福祉教育プログラムの実施・充実
●小・中・高等学校の総合的な学習の時間等において、
障害者による講話や車いす体験等を実施するなど福祉教
育プログラムを行い、障害への理解を深めるとともに福
祉のこころや実践力の育成を図り「ともに生きる力」を
育みます。

教育指導課

社会福祉協議会

【教育指導課】
「視覚障がいの理解」「補助犬の理
解」「聴覚障がいのある方の理解」
「高齢者の理解」「募金活動の理解」
についての啓発教室等を各小・中学校
で実施しました。

【社会福祉協議会】
学校での実施は、王子第五小学校、堀
船小学校、柳田小学校、西ケ原小学
校、谷端小学校で、5校6回のプログラ
ムを実施（内容：視覚障がいの理解、
高齢者疑似体験、地域の理解～民生委
員との交流ほか）。新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響により、滝野川も
みじ小学校でのプログラムが中止とな
りました。
各プログラムは、高齢者あんしんセン
ターや民生委員児童委員、障害当事者
などに講師をお願いするなど、地域の
方々や関連機関などと連携して取り組
んでいます。
学校でのプログラム実施のほか、映像
資料の作成（車いすの操作方法、ユニ
バーサルデザインについて）に取り組
みました。

○

【教育指導課】
継続的に社会福祉協議会と連携
を図り、取り組んでいきます。

【社会福祉協議会】
・地域住民や関連機関・団体、
施設等と連携し、学校及び地域
への福祉学習の機会を広く提供
できるよう、地盤づくりに取り
組みます。
・映像資料の作成に取り組み、
対面以外の方法による福祉学習
の機会提供の拡大に取り組みま
す。

2 4

⑤　子どもに対する障害理解のための普及啓発の強化
【新規】
●障害及び障害のある人についての理解を深め、思いや
りと助け合いの心を育てるため、小学校５年生を対象に
障害別の接し方等を解説したパンフレットを配付しま
す。

障害福祉課 △

【障害福祉課】
障害に対する理解を促進するた
めのハンドブックを区立小学校
５年生を対象に配布するなど、
子どもに対する普及啓発を強化
します。
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施策目標 個別目標 事業内容 担当課 令和２年度の実績
今後の取組み（予定）

（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 5

①　虐待防止センターの充実
●虐待防止に関する相談機能の充実を図ります。
●東京都権利擁護センターと連携し対応します。
●障害者虐待防止センターにおいて、障害者及び養護者
等からの相談・通報・届出等に対して権利を擁護するた
めの支援を行います。
●高齢福祉課や子ども家庭支援センター等の関係機関と
の連携を強化し、相談機能の充実を図ります。また、弁
護士等の外部の専門家との連携を図り、専門的支援体制
を充実します。

障害福祉課

【障害福祉課】
障害者虐待防止センターにおいて、障
害者及び養護者等からの相談・通報等
に対して障害者の権利利益を擁護する
ための支援を行いました。
・障害者虐待に関する相談件数 35件
・障害者虐待に関する法的専門性を強
化するための弁護士への相談件数 2件

△

【障害福祉課】
障害者虐待に関する事案につい
て、高齢福祉課や子ども家庭支
援センター等の関係機関との連
携を図ります。また、法的専門
性を強化するため、引き続き弁
護士相談を活用していきます。

2 5

②　虐待防止のための研修及び講習会の実施
●虐待防止・権利擁護を推進するため、区職員、相談支
援専門員、施設従事者等に対し、研修及び講習会を実施
します。

障害福祉課

【障害福祉課】
高齢福祉課と共催で、区職員、相談支
援専門員、施設従事者等を対象に、虐
待防止啓発講演会を開催しています。
2年度は中止。

△

【障害福祉課】
引き続き福祉に携わる職員等を
対象とした講演会等を開催し、
虐待防止・権利擁護の推進を図
ります。

2 5

③　権利擁護体制の強化
●安心して福祉サービスを利用できるよう、北区社会福
祉協議会と連携し、権利擁護センター「あんしん北」に
よる地域福祉権利擁護事業、財産保全サービス、成年後
見制度利用支援を柱とした権利擁護体制の充実を図ると
ともに、制度の利用の促進に努めます。
●北区自立支援協議会と連携し、権利擁護体制の強化に
努めます。

障害福祉課

社会福祉協議会

【障害福祉課】
判断能力が不十分な知的障害者・精神
障害者の権利を守り、法的に保護する
ことを目的とした成年後見制度を活用
するための支援を行いました。
・成年後見制度区長申立て件数 １件
・成年後見制度後見人報酬助成 ５件
・北区自立支援協議会権利擁護部会
　１回開催

【社会福祉協議会】
成年後見制度や「あんしん北」事業に
関する講演会や出前講座を実施し、権
利擁護の普及・啓発に努めました。

△

【障害福祉課】
・引き続き成年後見制度の利用
の促進に努めます。
・自立支援協議会権利擁護部会
等の意見を参考にしながら、権
利擁護体制の強化に努めます。

【社会福祉協議会】
今後も実施予定
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（拡充○、維持継続△、中止等×）

2 5

④　子ども家庭支援センターの充実
●子育てに不安のある障害のある保護者に対し、養育支
援が必要な場合は、家庭で適切な養育ができるよう子ど
も家庭支援センターの専門的な相談・支援を充実しま
す。

子ども家庭支援セ
ンター

【子ども家庭支援センター】
・養育支援訪問事業　延べ27家庭
80回
・ペアレントトレーニング講演会１回
（プログラム７回制）
・養育支援家庭のための産前・産後育
児支援サポート講座５回
・利用者支援事業（子育てナビ）
情報提供　来館1,926人　電話1,520
人　合計3,446人
・出産応援事業（はぴママひよこ面
接）
面接実施：
子ども家庭支援センター　631件
児童館・子どもセンター　1,032件
合計1,663件

△

【子ども家庭支援センター】
利用者支援事業（子育てナビ）
等の充実を図り、子育てに不安
のある保護者等への支援に取り
組んでいきます。

【児童発達支援センター】
子育てや親子関係に不安を感じ
ている保護者に対し、ペアレン
トトレーニングの講演会やプロ
グラムを実施していきます。

2 5

⑤　要保護児童対策地域協議会の運営及び関係機関との
連携強化
●児童虐待の予防、早期発見や適切な対応を進めるため
に、児童相談所・保育園・学校・医療機関等で構成する
要保護児童対策地域協議会において連携を強化します。

子ども家庭支援セ
ンター

【子ども家庭支援センター】
＜要保護児童対策地域協議会＞
・代表者会議１回
・実務者会議２回
・個別ケース会議　延べ69回
・児童相談所との定例会議12回
・居所不明児童対策連絡会2回【書面
開催】
・母子保健連絡会３回
・教育委員会との連絡会を開催（年６
回）

△

【子ども家庭支援センター】
各会議を通じ、要保護児童の適
切な保護を図るために、関係機
関と連携し、必要な情報交換等
を行っていきます。
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